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は
じ
め
に

　

本
稿
で
は
、
二
〇
一
六
年
に
大
阪
歴
史
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ
た
摂
津
国
東
成
郡
鴫
野

村
文
書
を
用
い
て
、
大
坂
の
接
続
農
村
の
特
徴
を
探
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

摂
津
国
東
成
郡
鴫
野
村
は
大
坂
城
の
北
東
に
位
置
し
て
い
る
。
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）

に
大
和
川
が
付
け
替
え
ら
れ
て
新
喜
多
新
田
が
開
発
さ
れ
る
ま
で
は
、
村
の
東
か
ら
北

へ
大
和
川
が
流
れ
て
い
た
。
東
側
の
旧
大
和
川
沿
い
に
集
落
が
展
開
し
て
お
り
、
村
域

の
西
端
で
猫
間
川
・
平
野
川
が
合
流
し
、
鴫
野
橋
の
下
手
で
「
古
大
和
川
跡
井
路
川
」（
現

在
の
寝
屋
川
）
に
注
い
で
い
た（
＊
1
）。
鴫
野
村
は
こ
う
し
た
地
理
的
条
件
の
も
と
、
遅

く
と
も
一
七
世
紀
後
期
か
ら
、
大
坂
城
の
守
護
に
あ
た
る
在
番
衆
の
屋
敷
・
小
屋
の
下

掃
除
（
下
肥
の
汲
み
取
り
と
小
便
桶
の
設
置
）
を
担
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
史
料
の
紹

介
も
兼
ね
て
、
鴫
野
村
の
概
況
と
一
七
世
紀
後
期
の
村
の
内
部
構
造
を
さ
ぐ
り
、
近
郊

農
村
と
都
市
大
坂
と
の
関
係
を
考
え
て
み
た
い
。
な
お
、
支
配
は
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）

か
ら
五
年
ま
で
大
坂
藩
松
平
忠
明
領
で
、
以
後
幕
末
ま
で
幕
領
だ
っ
た
。

　

鴫
野
村
文
書
の
総
点
数
は
二
七
六
点
で
あ
る
。
最
も
古
い
も
の
は
、
寛
永
一
〇
年

（
一
六
三
三
）
に
作
成
さ
れ
た
「
文
禄
三
年
八
月
吉
日
摂
州
東
成
郡
内
鴫
野
村
御
検
地

帳
写
」〔
1
〕
で
あ
る
。
帳
面
末
尾
に
写
し
を
提
出
し
た
経
緯
が
書
か
れ
て
お
り
、「
水

帳
ハ
大
坂
御
じ
ん
之
時
和
州
之
内
し
ぎ
と
申
所
之
寺
ニ
而
こ
屋
お
と
し
ニ
罷
成
、
さ
い

摂
津
国
東
成
郡
鴫
野
村
文
書
の
紹
介

島
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要
旨　

摂
津
国
東
成
郡
鴫
野
村
は
大
坂
城
の
北
東
に
近
接
す
る
村
で
あ
る
。
そ
の
文
書
群
の
特
徴
は
、
一
七
世
紀
前
期
か
ら
一
八
世
紀
前
期
に
か
け
て
の
村
政

史
料
が
豊
富
な
こ
と
と
、
大
坂
城
内
の
下
掃
除
（
屎
尿
処
理
）
に
関
す
る
史
料
が
ま
と
ま
っ
て
残
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
屎
尿
処
理
と
流
通
に
関
す
る
従
来

の
研
究
は
主
に
大
坂
の
町
方
を
対
象
と
し
て
お
り
、
大
規
模
な
武
士
集
団
が
駐
留
す
る
大
坂
城
内
に
つ
い
て
は
よ
く
知
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
ま
ず
、

貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
の
宗
旨
人
別
帳
を
用
い
て
一
七
世
紀
後
期
の
村
落
構
造
を
概
観
し
、
無
高
が
半
数
を
占
め
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
淀
川
沿
い
で
水
損

が
多
発
す
る
た
め
耕
地
が
不
安
定
な
こ
と
、
近
隣
か
ら
の
入
り
作
が
目
立
つ
こ
と
と
関
係
す
る
の
だ
ろ
う
が
、
人
び
と
の
生
業
に
つ
い
て
は
解
明
の
余
地
を
残

し
て
い
る
。
そ
う
し
た
鴫
野
村
に
と
っ
て
大
坂
城
内
の
下
掃
除
は
重
要
な
収
入
源
で
あ
り
、
一
七
世
紀
末
か
ら
一
八
世
紀
初
頭
の
掃
除
人
足
は
所
持
高
五
石
以

下
の
平
百
姓
と
無
高
が
担
っ
た
こ
と
、
請
負
人
や
他
村
と
の
間
で
下
掃
除
の
権
利
を
め
ぐ
る
競
合
が
み
ら
れ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
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摂津国東成郡鴫野村文書の紹介

ほ
う
と
も
ニ
と
ら
れ
」
た
と
い
う
。
解
釈
が
難
し
い
が
、
大
坂
の
陣
の
際
に
文
禄
検
地

帳
や
「
さ
い
ほ
う
」（
財
宝
か
）
と
共
に
避
難
し
て
い
た
寺
で
略
奪
に
あ
い
、
文
禄
検

地
帳
を
紛
失
し
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。「
写
」
と
な
っ
て
は
い
る
が
、
後
に
み
る

石
高
の
集
計
を
み
て
も
、
寛
永
一
〇
年
当
時
の
名
寄
帳
を
代
官
木
村
惣
右
衛
門
に
提
出

し
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
最
新
の
も
の
は
大
正
一
三
年
（
一
九
二
四
）
の
領
収
証

だ
が
、
本
項
末
尾
掲
載
の
目
録
で
は
旧
所
蔵
者
の
近
代
の
イ
エ
文
書
に
あ
た
る
も
の
は

割
愛
し
た
（
以
下
本
文
中
の
史
料
番
号
は
目
録
番
号
で
あ
る
）。
こ
の
史
料
群
は
、
村

方
文
書
で
あ
る
と
と
も
に
、
九
兵
衛
家
の
家
文
書
で
も
あ
る
。
村
方
文
書
の
特
徴
と
し

て
次
の
三
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

①
免
状
や
皆
済
目
録
の
ほ
か
に
、「
下
札
（
免
状
）」
を
受
け
る
形
式
を
と
り
、
村
内

で
公
正
に
割
付
を
行
う
旨
を
名
請
人
全
員
が
誓
約
す
る
連
判
状
（
以
下
、
連
判
状
）

が
断
続
的
に
残
っ
て
い
る（
＊
2
）。
特
に
一
七
世
紀
前
期
〜
一
八
世
紀
前
期
に
集
中

し
て
い
る
。

　

②
皆
済
目
録
の
宛
先
や
連
判
状
の
表
記
か
ら
、
庄
屋
・
年
寄
は
九
兵
衛
と
五
郎
兵
衛

ほ
か
特
定
の
家
の
間
で
、
頻
繁
に
交
替
し
て
い
る（
＊
3
）。

　

③
検
地
帳
の
現
物
は
な
く
写
し
が
断
片
的
に
残
る
の
み
で
、『
大
阪
府
の
地
名
』
に

よ
る
と
、
氏
神
八
剱
神
社
が
延
宝
七
年
（
一
六
七
九
）
の
検
地
帳
を
所
蔵
し
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。

　

以
上
か
ら
、
庄
屋
家
の
頻
繁
な
交
替
が
原
因
で
、
村
方
文
書
が
い
く
つ
か
の
系
統
で

残
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
八
剱
神
社
所
蔵
文
書
な
ど
の
現
状
を
確
認
す
る
こ
と

も
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

一
、
明
和
九
年
明
細
帳
に
み
る
鴫
野
村
の
概
況

　

鴫
野
村
で
は
明
和
九
年
（
一
七
七
二
）

に
「
差
出
明
細
帳
」〔
102
〕
を
作
成
し
て

い
る
。
明
細
帳
を
ベ
ー
ス
に
、
他
の
史
料

も
参
照
し
な
が
ら
村
の
概
況
を
み
て
い
こ

う
。

（
1
）
石
高

　

表
1
は
鴫
野
村
の
石
高
の
変
遷
を
ま
と

め
た
も
の
で
あ
る
。
文
禄
検
地
時
の
高
は

七
一
四
石
余
と
さ
れ
て
い
る
が
（『
大
阪

府
の
地
名
』）、
寛
永
一
〇
年
の
「
御
検
地

写
帳
」
で
届
け
出
た
高
は
七
三
六
石
二
斗

九
升
七
合
と
な
っ
て
い
る
。
寛
文
一
二
年

ま
で
の
免
状
が
残
っ
て
い
る
が
、
後
者
が

採
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

そ
の
後
延
宝
検
地
の
結
果
、
九
九
一
石
余

に
な
っ
た
と
さ
れ
る
（『
大
阪
府
の
地
名
』）。

　

元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）、
万
年
長
十

郎
が
代
官
の
際
に
新
田
検
地
が
行
わ
れ
た

が
、
明
細
帳
に
は
「
新
田
高
入
御
水
帳
無

御
座
候
」
と
あ
る
。
こ
の
時
打
ち
出
さ
れ

た
新
田
高
三
石
九
斗
二
升
は
元
禄
六
年
の

免
状
で
反
映
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
宝

永
五
年
（
一
七
〇
八
）
の
免
状
で
は
本
田

文禄3(1594) a.寛永10(1633) 延宝7(1679) b.元禄4(1691) c.元禄6(免状) d.明和9(1772)

村高(石) 714石余(延宝検地)
736.2970

991石余(延宝検地)
989.0700

 
985.6470 977.2820

新田 － － － － 巳(元禄2)3.092 3.0920 

諸永引 24.0100 

田 921.3760 

畑 35.2750 

屋敷 20.6310

典拠：a.「摂州東成郡内鴫野村御検地帳写」（1）、 b. 「摂州鴫野村反別田置帳」（30）、
　　　c.「摂津国東成郡鴫野村当酉御年貢可納割付之事」（38)、「差出明細帳」(102)

表 1　村高の変遷
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畑
が
九
七
七
石
二
斗
八
升
二
合
に
減
じ
て
お
り
、
以
後
幕
末
ま
で
定
着
し
て
い
る
。

（
2
）
水
損
と
旱
損

　

淀
川
の
流
末
に
位
置
す
る
低
地
の
鴫
野
村
で
は
、
水
損
と
旱
損
が
頻
発
し
て
お
り
、

耕
地
が
不
安
定
な
状
況
だ
っ
た
。
明
細
帳
に
は
次
の
よ
う
な
記
載
が
み
え
る
。

【
史
料
1
】

　

一
、
田
畑
旱
損
水
損
場
ニ
而
御
座
候
、
尤
上
郷
五
千
石
余
之
水
下
ニ
而
地
低
之
場
所

ニ
御
座
候
ニ
付
年
々
水
損
仕
候
、

　

一
、
田
方
用
水
ハ
古
大
和
川
筋
ゟ
水
引
申
候
、
尤
旱
魃
之
節
ハ
平
野
川
筋
ゟ
踏
車
を

以
踏
入
申
候
、

　

こ
う
し
た
条
件
下
に
置
か
れ
た
鴫
野
村
で
は
悪
水
を
落
と
す
た
め
の
高
さ
一
丈
・
幅

二
尺
と
大
型
の
「
惣
踏
水
車
」
二
輌
と
、
引
水
用
も
兼
ね
た
「
惣
踏
水
車
」
四
輌
を
は

じ
め
、
各
家
々
で
も
水
車
を
百
六
十
輌
、
竜
骨
車
を
十
輌
所
有
し
て
い
た
。

　

免
状
な
ど
か
ら
も
水
害
の
様
子
が
窺
え
る
。
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
に
は
水
損
で

三
九
五
石
余
と
石
高
の
四
割
強
が
「
水
損
」
の
扱
い
に
な
っ
て
い
る
ほ
か
〔
13
〕、
元

禄
七
年
（
一
六
九
四
）
に
も
二
四
九
石
余
が
「
水
損
検
見
引
」
に
〔
39
〕、
享
保
一
九

年
（
一
七
三
四
）
に
は
五
九
八
石
余
が
風
水
害
で
損
と
な
っ
て
い
る
〔
79
〕。
ま
た
、

淀
川
流
域
最
大
の
水
害
で
あ
る
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
の
「
点
野
切
れ
」
に
際
し
て

は
二
三
七
ヶ
村
が
水
損
を
受
け
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、「
水
難
ニ
付
贈
物
諸
印
帳
」

〔
201
〕
に
よ
り
、
木
村
周
蔵
支
配
所
で
あ
る
摂
津
国
住
吉
郡
・
川
辺
郡
・
武
庫
郡
・
莵

原
郡
の
村
々
か
ら
水
難
に
遭
っ
た
同
代
官
所
支
配
の
村
々
へ
支
援
物
資
が
供
給
さ
れ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
点
野
切
れ
と
直
接
関
係
す
る
か
は
不
明
だ
が
、
文
化
四
年

（
一
八
〇
七
）
の
「
大
洪
水
ニ
付
潰
家
数
之
帳
」〔
119
〕・〔
120
〕
で
の
書
上
げ
か
ら
一
〇

軒
の
家
と
二
軒
の
小
屋
が
水
害
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
3
）
入
作

　

鴫
野
村
で
は
周
辺
村
や
町
場
、
市
中
か
ら
の
入
作
が
目
立
つ
こ
と
も
特
徴
で
あ
る
。

明
細
帳
で
は
、
中
濱
村
、
新
喜
多
新
田
、
天
王
田
村
、
今
福
村
、
相
生
町
、
野
田
町
に

く
わ
え
て
大
坂
市
中
か
ら
の
入
作
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
連
判
状
の
初
出
で
あ
る
貞

享
元
年
（
一
六
八
四
）
に
は
、
年
貢
の
割
付
を
公
正
に
行
う
と
誓
約
し
て
い
る
名
請
人

五
一
名
中
二
名
が
「
中
ま
村
出
作
」
で
あ
り
、
中
濱
村
の
百
姓
と
考
え
ら
れ
る
〔
20
〕。

そ
の
三
年
後
の
貞
享
四
年
に
は
名
請
人
六
六
名
中
一
六
名
が
中
濱
村
の
百
姓
で
あ
る
〔
23
〕。

二
つ
の
連
判
状
を
見
比
べ
て
も
鴫
野
村
の
名
請
人
の
顔
ぶ
れ
が
ほ
と
ん
ど
変
化
し
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
わ
ず
か
三
年
で
中
濱
村
へ
の
田
地
の
譲
渡
が
進
ん
だ
と
い
う
よ
り
は
、

貞
享
元
年
に
は
中
濱
村
百
姓
の
入
り
作
が
定
着
し
て
い
た
が
連
判
状
に
は
全
員
が
参
加

し
て
お
ら
ず
、
そ
の
後
連
判
状
の
趣
旨
に
基
づ
い
て
名
請
人
全
員
が
参
加
し
た
と
考
え

る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
一
七
世
紀
後
期
の
段
階
か
ら
一
定
の
高
を
中
濱
村
百

姓
が
所
持
し
て
い
る
状
態
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
時
期
は
大
き
く
下
る
が
、
明
細
帳
が
作
成
さ
れ
た
時
期
に
ほ
ど
近
い
宝
暦
五
年

（
一
七
五
五
）
の
連
判
状
〔
90
〕
の
末
尾
に
は
、
中
濱
村
や
天
王
田
村
、「
新
田
」
の
ほ

か
、
屋
号
を
も
つ
名
請
人
が
多
数
確
認
で
き
る
。
河
内
屋
三
右
衛
門
は
、
延
享
版
難
波

丸
綱
目
に
天
満
今
井
町
に
居
住
す
る
「
村
々
庄
屋
宿
」
と
し
て
登
場
す
る
が（
＊
4
）、
鴫

野
村
の
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
の
「
小
入
用
帳
」〔
101
〕
で
も
年
貢
米
津
出
し
船
賃

の
支
払
先
と
な
っ
て
い
る
。
河
内
屋
与
兵
衛
は
延
享
版
難
波
丸
綱
目
で
、
平
野
町
一
丁

目
の
「
淀
伏
見
夜
登
リ
三
拾
石
舩
乗
リ
場
」
と
な
っ
て
い
る
。
紀
伊
国
屋
仁
兵
衛
は
天

満
青
物
問
屋
、
鮒
屋
与
次
兵
衛
は
相
生
西
町
の
京
橋
（
川
魚
）
問
屋
付
仲
買
で
あ
り（
＊

5
）、
蔬
菜
や
川
魚
は
、
都
市
需
要
に
応
じ
て
近
郊
農
村
か
ら
盛
ん
に
供
給
さ
れ
た
商
品

と
い
え
る
。
こ
れ
ら
の
大
坂
町
人
が
鴫
野
村
の
田
地
を
取
得
す
る
契
機
は
な
に
か
、
と

い
う
こ
と
も
、
鴫
野
村
の
人
び
と
の
生
業
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
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（
4
）
生
業

　

明
細
帳
で
は
、
農
業
と
作
間
稼
ぎ
の
他
に
人
び
と
が
携
わ
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
生
業

に
つ
い
て
は
一
切
書
か
れ
て
い
な
い
。「
大
坂
へ
肥
シ
取
り
ニ
遣
」
う
川
船
が
一
五
艘
、

作
物
や
肥
や
し
を
積
ん
で
内
井
路
を
行
き
来
す
る
船
が
四
五
艘
あ
る
と
い
う
が
、
川
漁

師
・
海
漁
師
は
不
在
だ
と
い
う
。
ま
た
、
大
工
が
一
名
、
出
家
が
一
名
い
る
ほ
か
は
、

商
人
も
「
無
御
座
候
」
と
な
っ
て
い
る
。
村
人
は
本
源
的
に
百
姓
で
あ
る
と
い
う
建
前

上
、
こ
う
し
た
表
記
は
当
然
と
い
え
よ
う
が
、
先
に
み
た
よ
う
に
、
大
坂
町
人
が
田
地

を
取
得
す
る
前
提
に
は
な
ん
ら
か
の
金
融
関
係
や
取
引
関
係
が
介
在
し
て
い
た
と
み
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
、
明
細
帳
を
用
い
て
、
主
に
一
八
世
紀
後
期
の
鴫
野
村
の
様
子
を
概
観
し
た
。

淀
川
沿
い
の
低
地
に
位
置
す
る
こ
の
村
の
耕
地
は
頻
発
す
る
水
損
・
旱
損
に
よ
り
不
安

定
な
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
、
都
市
近
郊
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
特
に
近
世
後
期
に
は

大
坂
町
人
の
土
地
所
持
が
目
立
ち
、
明
細
帳
に
は
あ
ら
わ
れ
な
い
も
の
の
、
生
鮮
食
料

品
な
ど
の
取
引
に
も
関
与
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
に
注
目
し
た
。

二
、
貞
享
二
年
宗
旨
改
帳
に
み
る一七
世
紀
後
期
の
村
の
内
部
構
造

　

本
節
で
は
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
の
宗
旨
改
帳
〔
21
〕
を
使
っ
て
、
一
七
世
紀
後

期
の
村
の
内
部
構
造
を
み
て
み
よ
う
。

（
1
）
村
内
の
構
成

　

表
2
で
は
、
人
別
帳
を
所
持
高
で
並
び
替
え
て
い
る
。
一
筆
毎
の
肩
書
き
は
、
村
役

人
で
あ
る
庄
屋
一
名
、
年
寄
二
名
、
組
頭
一
名
の
ほ
か
、「
平
百
姓
」
ま
で
が
末
尾
の

集
計
の
「
本
百
姓
」
に
該
当
す
る
。「
〇
〇
所
持
仕
候
内
」
と
、
特
定
の
高
持
百
姓
の

土
地
を
耕
作
す
る
者
も
「
平
百
姓
」
と
さ
れ
て
い
る（
＊
6
）。
こ
の
合
計
が
六
二
軒
と
な
り
、

末
尾
集
計
の
「
本
百
姓
」
の
軒
数
に
は
二
軒
不
足
す
る
が
、
原
因
は
不
明
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
一
七
世
紀
後
期
の
人
別
帳
記
載
の
特
徴
が
表
れ
て
お
り
、
か
つ
問
題
と
な

る
の
は
、「
水
呑
」
の
肩
書
き
が
付
さ
れ
て
い
る
の
は
四
二
軒
し
か
な
く
、
集
計
の

六
五
軒
と
大
幅
に
齟
齬
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
血
縁
の
「
別
家
」
の
ほ
か
「
召
遣

譜
代
別
家
」
や
「
下
人
別
家
」
と
い
う
独
立
し
た
家
も
、
分
離
す
る
以
前
の
家
に
含
め

て
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
（
表
3
は
前
年
の
貞
享
元
年
も
含
む

年
寄
五
郎
兵
衛
家
の
人
別
例
だ
が
、「
召
遣
譜
代
別
家
」
が
三
〜
四
軒
含
ま
れ
る
）。
仮

に
こ
れ
ら
「
別
家
」、「
召
遣
譜
代
別
家
」、「
下
人
別
家
」
を
主
家
に
付
随
す
る
水
呑
と

し
て
計
上
す
る
と
、
あ
わ
せ
て
五
八
軒
に
な
る
。
六
五
軒
に
は
七
軒
不
足
す
る
が
、「
譜

代
」、「
召
遣
譜
代
」、「
下
人
」
の
男
女
総
数
が
帳
末
の
集
計
と
さ
ほ
ど
齟
齬
し
な
い
こ

と
を
考
え
る
と
、
帳
面
に
脱
落
が
あ
る
と
は
考
え
に
く
い
。
ま
た
も
う
一
点
気
に
な
る

の
は
、
書
き
上
げ
ら
れ
た
所
持
高
の
合
計
が
五
一
四
石
余
に
し
か
な
ら
ず
、
当
時
適
用

さ
れ
て
い
る
は
ず
の
村
高
九
九
〇
石
余
に
は
大
き
く
不
足
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
○

○
所
持
仕
候
内
」
で
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
分
を
補
う
必
要
が
あ
る
の
か
、
あ
る
い

は
一
節
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
中
濱
村
か
ら
の
入
作
が
影
響
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

人
別
帳
の
記
載
か
ら
、
第
一
に
、
無
高
が
家
数
の
半
数
を
占
め
る
こ
と
が
注
目
さ
れ

る
。
第
二
に
、
表
3
に
あ
る
よ
う
に
、「
譜
代
」
や
「
召
遣
譜
代
」
が
村
役
人
を
中
心

と
す
る
特
定
の
家
と
の
関
係
で
定
着
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
が
、
同
時
に
別
家

と
し
て
放
出
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
も
い
え
る
。
こ
う
し
て
放
出
さ
れ
た
家
や
分
厚
く
存
在

す
る
無
高
層
が
ど
の
よ
う
な
展
開
を
た
ど
り
、
村
の
構
成
に
い
か
な
る
変
化
を
も
た
ら

す
の
か
と
い
う
点
は
、
前
年
の
宗
旨
改
帳
〔
19
〕
や
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
の
宗
門

改
帳
〔
56
〕
も
あ
わ
せ
て
み
て
い
く
こ
と
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。
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家番号 本百姓 水吞 所持高 名前 年齢血縁男
血縁
女 別家 譜代 召使

譜代
召使譜
代別家 下人下女 下人別

家
2 1 4 76.898 年寄五郎兵衛 49 6 3 2 14 4 1 3
1 1 1 40.554 庄屋九兵衛 49 3 1 1 2 4 1 4 3
96 1 32.336 平百姓与次兵衛 47 3 4 3 1 2 5 2
79 1 1 23.939 平百姓孫兵衛 33 2 1 1 1 1 1
3 1 1 22.178 年寄次郎兵衛 55 3 4 1 1 1 2
24 1 21.333 平百姓市左衛門 47 3 4 2
47 1 2 19.887 平百姓与一右衛門 37 2 1 1 1 2 1 1
9 1 1 19.604 善右衛門 46 2 2 2 3 4 1
8 1 1 17.86 平百姓与兵衛 39 2 2 5 3 2 1 1
78 1 17.608 平百姓次左衛門 55 2 2 1 1
38 1 14.176 平百姓加右衛門 38 2 4 1
32 1 13.317 平百姓三右衛門 35 4 2 1 1
4 1 1 13.1274 組頭利右衛門 36 2 3 1 1 1
42 1 12.85 平百姓清右衛門 52 4 1 1
28 1 11.851 平百姓伊右衛門 70 3 3
19 1 11.564 平百姓九左衛門 32 3 1 1
81 1 11.521 平百姓甚右衛門 21 2 1 1 2
27 1 1 10.394 平百姓彦兵衛 43 2 5 1
16 1 9.538 平百姓九郎右衛門 18 1 3
45 1 9.384 平百姓仁右衛門 56 5 1
22 1 9.193 平百姓次郎左衛門 51 5 3
40 1 8.922 平百姓庄三郎 46 3 3
83 1 1 8.747 平百姓太郎兵衛 67 4 2 2 1
84 1 8.151 平百姓甚助 37 1 2 1 0 1
44 1 7.268 平百姓七兵衛 38 2 3
21 1 6.288 平百姓忠兵衛 24 1 2 1
41 1 5.994 平百姓左助 35 4 3
10 1 5.766 平百姓仁兵衛 21 2 1 1 1
43 1 5.471 平百姓四郎兵衛 33 1 1
6 1 5.369 平百姓忠右衛門 71 4 1
85 1 4.424 平百姓半左衛門 40 3 2 1 0 1
11 1 4.302 平百姓六左衛門 50 3 2 1 1
48 1 1 4.011 平百姓市兵衛 ★▲▽ 50 2 3 1 1
20 1 3.47 平百姓知誓 34 1 2 1
82 1 3.215 平百姓加兵衛 52 4 4
5 1 2.444 聞通寺辻本平百姓又左衛門 49 3 1
37 1 2.373 平百姓太郎右衛門 50 3 2
14 1 2.081 平百姓喜右衛門　▲ 36 2 2
17 1 2.058 平百姓六兵衛　▲ 28 3 1
46 1 1.497 平百姓九右衛門 27 2 2
12 1 1.064 平百姓清兵衛　▲ 16 2 1
36 1 0.639 平百姓小左衛門　★ 44 3 2
7 1 0.523 平百姓与三右衛門 43 1 3
31 1 0.432 平百姓七郎兵衛　★ 50 2 1
50 1 0.275 平百姓雪籠 22 1 0 筑後下妻郡水田村浄年寺後住来通寺見坊
35 1 0.22 平百姓作兵衛　▲▽ 44 1 2
49 1 0.115 平百姓惣助 52 2 1
26 1 0.039 平百姓庄左衛門 22 2 2
13 1 六兵衛所持仕候内 平百姓利兵衛 33 1 1
30 1 与一右衛門所持仕候内 平百姓徳右衛門 40 1 3 1
80 1 孫兵衛所持仕候内 文右衛門 26 2 1 1 2
86 1 太郎兵衛所持仕候内 平百姓九郎左衛門 37 6 1
34 1 四郎兵衛所持仕候内 平百姓半右衛門 47 1 0
33 1 三右衛門所持仕候内 平百姓九左衛門 51 3 1 1 1
39 1 加右衛門所持仕候内 平百姓三郎右衛門 40 3 2 1
15 1 九郎右衛門所持仕候内 平百姓久兵衛 31 1 1
23 1 九兵衛所持仕候内 平百姓久左衛門 56 3 2 2 1 2
99 1 九兵衛所持仕候内 平百姓道喜 74 2 1
18 1 九左衛門所持仕候内 平百姓浄知 68 1 1 1
29 1 伊右衛門所持仕候内 平百姓太兵衛　★ 37 3 1 1 1
25 1 市左衛門所持仕候内 平百姓半兵衛 29 1 2 1 1
87 1 無高 平百姓孫左衛門後家 67 0 1
51 1 無高 水吞与七 51 2 1
52 2 無高 水吞七右衛門 34 2 2 1
53 1 無高 勘十郎娘水呑はる 54 0 1
54 1 無高 水吞六助 52 2 1
55 1 無高 水吞六右衛門 55 2 2
56 1 無高 九左衛門妹水吞すき 62 0 4
57 1 無高 水吞弥右衛門 38 1 3
58 1 無高 水吞五郎右衛門娘まさ 67 1 2
59 1 無高 水吞四郎右衛門 53 1 3
60 1 無高 権助 26 1 2
61 1 無高 水吞喜介娘新右衛門後家 63 0 1
62 1 無高 水吞くり 60 0 1
63 1 無高 水吞作十郎　▲ 43 1 4
64 1 無高 水吞仁右衛門 63 1 2
65 1 無高 水吞かや 58 0 1
66 1 無高 水吞いま 42 0 1
67 1 無高 水吞茂左衛門 62 1 2

表 2　貞享2年宗旨改帳
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貞享元年(1684) 高76.898 翌年宗旨改帳との対応 正徳3年(1713)宗門改帳との対応
五郎兵衛(48)
女房(40) 河州野崎村専応寺娘
五郎左衛門(23) 惣領
菊蔵(18)
次郎作(13)
五兵衛(12) 不在
五郎八(10)
さつ(8)
さん(5)
市三郎(2)

召遣譜代別家 仁助(37)
譜代 きく(66) 召遣譜代
譜代 喜兵衛(50) 不在
召遣譜代別家 六兵衛(46)
召遣譜代 こまん(40)
召遣譜代 喜助(40) 召遣譜代別家
召遣譜代 さこ(61)
召遣譜代別家 庄助(40)★ 壱家 庄助(69)
召遣譜代 なつ(37) 女房(66)､小まん(49)､男子長四郎(12)
召遣譜代 長四郎(16)
下人 八兵衛(22) 多賀郡森本村1年季 不在
下人 又右衛門(21) 多賀郡森村1年季 不在
召遣譜代 さわ(12)
召遣譜代 しも(6) 譜代
召遣譜代 市(19)
召遣譜代 たま(16)
召遣譜代 はる(51)
召遣譜代 たつ(29)
召遣譜代 りん(32)
召遣譜代 かめ(6)
下人 七郎兵衛 (41) 播州多賀郡福地村1年季
召遣譜代 かつ(3)
下女 いま(41) 大坂和泉町樽や次兵衛娘3年季
下女 よし(30) 河州菱江村庄兵衛娘8年季
下女 こちよ(16) 多賀郡福地村九兵衛娘10年季
召遣譜代 いわ(20)
召遣譜代 はつ(7)
召使譜代 作十郎(4) 不在
召使譜代 喜十郎(30)
計 男19､女20 男14､女20

※　血縁男女は名前人の血縁者で、人別記載に「別家」とない者。
※　｢別家」は血縁者の別家。
※　｢別家｣、｢召使譜代別家｣、｢下人の別家」は、書上げられた家に付随する水吞としてカウントした。
※　召遣譜代や下人が別家して世帯を形成している例もみられる。この場合、別家の当主を「別家」数として計上し、女房や倅は下人・下女と
して計上することで人別の把握をおこなった。

【集計】家数129軒内　　64軒本百姓　　65軒水吞百姓
　　　　人別　535人　　　　　　　　　　男267人（下男59人)
　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　女268人（下女74人)
　　　　牛16疋

…　下男：a＋c＋e＋g＋i＝57
…　下女：b＋d＋f＋h＋j＝76
　　※奉公人の性別に齟齬か。奉公人の総数としては合致。

家番号 本百姓 水吞 所持高 名前 年齢血縁男
血縁
女 別家 譜代 召使

譜代
召使譜
代別家 下人下女 下人別

家
68 1 無高 水吞七兵衛 34 3 1
69 1 無高 水吞甚次郎 53 1 1
70 1 無高 水吞又兵衛 60 3 1
71 1 無高 水吞甚兵衛娘七右衛門後家 40 1 1
72 1 無高 水吞三十郎 48 1 3
73 1 無高 水吞喜右衛門 61 3 0
74 1 無高 水吞八兵衛　▲ 28 2 3
75 1 無高 水吞小兵衛 43 2 1
76 1 無高 水吞喜兵衛 31 3 2
77 1 無高 水吞九郎兵衛 48 1 0
88 1 無高 水吞仁兵衛 29 1 1
89 1 無高 水吞半左衛門妹市兵衛後家 42 2 2
90 1 無高 水吞七左衛門 35 2 1
91 1 無高 水吞又右衛門 36 1 3
92 1 無高 水吞又市 32 1 2
93 1 無高 水吞与七郎 54 1 3
94 1 無高 水吞理兵衛 59 1 0
95 1 無高 水吞八郎兵衛　▽ 70 2 2
97 1 無高 水吞新兵衛 47 1 1
98 1 無高 水吞与左衛門 81 3 4
100 1 無高 水吞惣左衛門 63 2 2
101 1 無高 水吞喜左衛門 84 2 1
102 1 無高 水吞久三郎後家 57 0 1
103 1 無高 水吞七兵衛後家(片町樽屋喜兵衛娘) 39 0 1
104 1 無高 水吞西入 53 1 2

62 58 206 192 2 3 0 1 23 34 5 2 23 39 6 0
a b c d e f g h i

表 3　貞享元年 3月　摂州東成郡鴫野村宗旨改帳より家別の記載例
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（
2
）
寺
檀
関
係

　

人
別
帳
の
記
載
か
ら
、
寺
檀
関
係
に
も
注
目
し
て
お
き
た
い
。
天
満
御
堂
仏
照
寺
の

檀
家
が
七
七
軒
に
の
ぼ
り
、
つ
い
で
村
内
の
「
仏
光
寺
末
寺
教
順
」
の
檀
家
が
一
八
軒

で
あ
る
。
そ
の
他
、
天
満
堀
川
光
明
寺
、
順
慶
町
光
圓
寺
、
天
満
西
寺
町
長
福
寺
・
大

林
寺
と
い
っ
た
市
中
の
寺
院
の
檀
家
が
九
軒
で
あ
る
。
な
お
、
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）

の
宗
門
改
帳
〔
56
〕
で
も
そ
う
し
た
傾
向
は
続
い
て
い
る
（
仏
照
寺
：
一
〇
二
軒
、
光

曜
寺
教
音
（
教
順
の
後
継
か
）
二
二
軒
、
難
波
御
堂
：
七
軒
、
ほ
か
市
中
寺
院
）。
鴫

野
村
に
は
三
つ
の
寺
院
（
光
曜
寺
の
ほ
か
来
通
寺
、
聞
通
寺
）
と
庵
で
あ
る
大
日
堂
が

存
在
す
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
の
家
が
大
坂
市
中
の
寺
と
寺
檀
関

係
を
結
ん
で
い
る
点
も
、
近
郊
農
村
と
市
中
と
の
関
係
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
。

三
、
大
坂
城
内
下
掃
除
の
請
証
文

　

前
節
で
は
人
別
帳
を
用
い
て
一
七
世
紀
後
期
の
村
の
構
成
に
注
目
し
た
が
、
こ
れ
を

前
提
に
し
な
が
ら
、
大
坂
城
内
下
掃
除
の
請
証
文
に
つ
い
て
若
干
の
検
討
を
加
え
た
い
。

（
1
）
証
文
の
形
式　

―
大
番
頭
屋
敷
と
加
番
小
屋
―

【
史
料
2
】（
鴫
野
村
文
書
33
）

　
　
　
　

指
上
ヶ
申
一
札
之
事

　

一
、
鴫
野
村
百
姓
太
兵
衛
、
小
左
衛
門
、
庄
次
郎
、
七
郎
兵
衛
、
小
右
衛
門
、
長
五

郎
、
庄
助
、
長
兵
衛
、
善
次
郎
、
市
兵
衛
、
以
上
拾
人
、
大
坂　
　

御
城
内
北
條

伊
勢
守
様
御
屋
敷
中掃
除
之
儀申
八
月
ゟ
酉
ノ
八
月
六
日
迄
被
仰
付
畏
奉
存
候
、
御
城
内
之

儀
ニ
御
座
候
ニ
付
、
随
分
確
成
者
と
も
致
吟
味
申
付
候
事
、

　
　
　

附
、
火
之
用
心
無
沙
汰
不
仕
候
様
ニ
堅
申
付
候
事
、

　

一
、
御
掃
除
ニ
参
候
て
も
善
次
郎
・
七
郎
兵
衛
ニ
申
付
候
通
御
屋
敷
中
致
綺
麗
ニ
、

下
こ
へ
ハ
不
及
申
、
御
馬
や
之
は
き
た
め
な
と
置
不
申
候
様
ニ
可
仕
候
事
、

　

一
、
こ
へ
桶
持
参
申
候
時
、
菜
大
根
其
外
少
之
物
ニ
て
も
郷
所
よ
り
ハ
不
申
及
、
町

ゟ
も
持
参
一
銭
之
物
ニ
て
も
あ
き
な
い
か
ま
し
き
儀
い
た
さ
せ
申
間
敷
候
、

　

一
、
内
外
ゟ
人
に
被
頼
状
・
手
紙
其
外
何
に
よ
ら
す
届
ヶ
物
一
切
い
た
さ
せ
間
敷
候
、

尤
音
信
物
堅
ク
仕
間
敷
事
、

　

一
、
如
何
様
之
憚
入
候
共
、
右
定
之
者
之
外
進
之
申
間
敷
候
、
御
掃
除
被
仰
付
忝
奉

存
候
、
跡
々
よ
り
例
之
通
御
馬
何
疋
御
座
候
共
、
壱
年
中
ぬ
か
わ
ら
等
、
時
々
ニ

御
事
か
け
不
申
候
様
差
上
ヶ
可
申
候
、
少
も
異
儀
申
間
敷
候
、
勿
論
請
人
之
儀
に

御
座
候
間
、
随
分
右
之
者
共
ニ
可
申
付
候
、
為
後
日
之
掃
除
請
状
仍
而
如
件
、

　
　
　

元
禄
五
年
申
八
月　

万
年
長
十
郎
様
御
代
官
所　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

摂
州
東
成
郡
鴫
野
村
庄
屋　

九
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
村
年
寄　

五
郎
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
村
年
寄　

次
郎
兵
衛

　
　

北
條
伊
勢
守
様
御
内

　
　
　
　
　

大
嶋
又
左
衛
門
殿

　
　
　
　
　

沢
野
治
右
衛
門
殿

　
　
　
　
　

西
野
忠
右
衛
門
殿

　

こ
の
証
文
の
下
書
き
は
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
に
鴫
野
村
の
村
役
人
か
ら
、
大
坂

城
の
在
番
衆
の
う
ち
大
番
頭
を
つ
と
め
た
北
條
伊
勢
守
の
家
臣
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る

（
＊
7
）。
番
衆
は
毎
年
八
月
に
前
任
と
交
代
す
る
た
め
、
こ
の
時
期
に
作
成
さ
れ
た
。

　

一
条
目
で
は
百
姓
一
〇
名
の
名
前
が
列
記
さ
れ
、
翌
年
八
月
ま
で
こ
の
者
た
ち
が
固
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定
し
て
掃
除
を
務
め
る
と
あ
る
。
掃
除
の
内
容
は
二
条
目
に
あ
る
よ
う
に
、
ま
ず
屋
敷

内
の
下
肥
を
汲
み
取
り
、
併
せ
て
馬
屋
の
掃
溜
め
も
回
収
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
下
掃

除
の
頻
度
は
不
明
だ
が
、
幕
末
期
の
証
文
で
は
月
に
三
日
の
定
日
が
設
け
ら
れ
て
い
る

（
＊
8
）。
三
、四
条
目
で
は
、
肥
桶
に
忍
ば
せ
る
な
ど
し
て
菜
大
根
を
は
じ
め
と
す
る
村
方
、

町
方
か
ら
の
商
い
物
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
、
頼
ま
れ
た
書
状
や
手
紙
を
取
り
次
が
な

い
こ
と
を
約
束
し
て
い
る
。
五
条
目
で
は
、
馬
の
飼
育
に
必
要
な
糠
や
藁
の
供
給
も
請

け
負
う
こ
と
、
冒
頭
の
一
〇
名
以
外
の
者
は
出
入
り
さ
せ
な
い
こ
と
を
、
村
役
人
が
「
請

人
」
と
し
て
誓
約
し
て
い
る
。
掃
除
人
足
は
一
部
の
百
姓
が
固
定
的
に
担
う
も
の
の
、

下
掃
除
そ
の
も
の
は
村
と
し
て
請
け
負
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

岩
城
卓
二
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
在
番
衆
の
出
入
り
は
厳
し
く
制
限
さ
れ
て
お
り
、

通
常
は
追
手
口
か
ら
の
み
通
行
が
許
さ
れ
て
い
た
。
在
番
衆
に
物
資
を
供
給
す
る
所
領

の
庄
屋
や
用
達
、
舂
屋
な
ど
に
は
鑑
札
が
交
付
さ
れ
る
な
ど
、
城
内
へ
の
出
入
り
は
最

小
限
に
な
る
よ
う
規
制
さ
れ
て
い
た
と
い
う（
＊
9
）。
下
掃
除
の
証
文
に
盛
り
込
ま
れ
た

規
定
か
ら
は
、
掃
除
を
名
目
に
様
々
な
商
品
や
手
紙
を
持
ち
込
む
違
反
行
為
が
あ
っ
た

こ
と
が
う
か
が
え
る
。
掃
除
の
担
い
手
が
固
定
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
村
役
人
が
百
姓
の

身
元
を
保
障
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
城
内
の
規
制
を
守
る
た
め
だ
っ
た
と

い
え
よ
う
。

【
史
料
3
】（
鴫
野
村
文
書
36
）

　
　
　
　
　

差
上
ヶ
申
証
文
之
事

　

一
、
大
坂
御
城
中
山
里
御
丸
御
小
屋
掃
除
之
儀
、
今
度
摂
州
鴫
野
村
ニ
被
仰
付
、
庄

屋
九
兵
衛
下
人
庄
助
・
市
兵
衛
・
六
兵
衛
・
善
次
郎
・
徳
兵
衛
・
長
五
郎
・
清
兵

衛
・
作
兵
衛
・
作
十
郎
・
長
次
郎
・
作
蔵
・
半
四
郎
・
八
兵
衛
・
庄
兵
衛
・
喜
右

衛
門
・
久
八
、
已
上
拾
六
人
成
程
吟
味
仕
、
慥
成
者
ニ
御
座
候
ニ
付
定
置
申
候
、

何
様
之
憚
入
御
座
候
共
、
右
定
之
者
之
外
堅
御
掃
除
ニ
入
申
間
敷
候
、
若
此
者
共

悪
事
仕
か
、
又
ハ
不
寄
何
事
以
来
御
六
ヶ
敷
儀
出
来
仕
候
共
、
各
様
へ
御
難
か
け

不
申
、
我
等
共　

御
公
儀
様
へ
罷
出
急
度
申
付
置
候
、
勿
論
何
ニ
よ
ら
す
御
頼
被

成
候
方
御
座
候
共
、
一
圓
ニ
取
次
為
仕
申
間
敷
候
、
尤
商
か
ま
し
き
儀
一
切
持
出

入
為
致
申
間
敷
事
、

　

一
、
此
者
共
宗
旨
ハ
代
々
浄
土
真
宗
天
満
仏
照
寺
旦
那
共
に
て
御
座
候
、
御
法
度
之

宗
門
、
又
ハ
こ
ろ
ひ
ニ
て
も
無
御
座
候
、
則
寺
請
状
ハ
拙
者
共
方
ニ
取
置
申
候
、

万
一
宗
旨
之
儀
ニ
付
六
ヶ
敷
義
御
座
候
ハ
ヽ
、
旦
那
寺

拙
者
共
罷
出
、
急
度
申

分
埒
明
可
申
事
、

　

右
之
條
々
少
も
相
違
無
御
座
候
、
為
後
日
証
文
仍
而
如
件
、

　
　

元
禄
六
年
酉
七
月
廿
九
日　
　
　
　
　
　

万
年
長
十
郎
様
御
代
官
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

摂
州
東
成
郡
鴫
野
村
庄
屋　

九
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
村
小
頭　

五
郎
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
断　
　
　

次
郎
兵
衛

　

内
藤
丹
後
守
様
御
内

　
　
　

永
嶋
新
右
衛
門
殿

　
　
　

長
岡
治
右
衛
門
殿

　

こ
の
証
文
の
下
書
き
は
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
に
内
藤
丹
後
守
（
信
濃
高
遠
藩
主
・

山
里
加
番
）
の
家
臣
宛
て
で
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
先
に
み
た
大
番
頭
の
証
文
と

形
式
が
異
な
り
、
人
足
の
宗
旨
に
か
ん
す
る
文
言
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
冒
頭
に
「
今
度

摂
州
鴫
野
村
ニ
被
仰
付
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
必
ず
し
も
鴫
野
村
が
固
定
的
に
勤
め
て

い
る
の
で
は
な
く
、
他
の
三
つ
の
加
番
小
屋
も
含
め
て
他
の
村
と
分
担
し
て
い
る
可
能
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性
が
あ
る
。

（
2
）
掃
除
人
足
の
担
い
手

　

掃
除
の
担
い
手
は
村
内
で
ど

の
よ
う
な
位
置
づ
け
な
の
だ
ろ

う
か
。
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）

の
構
成
員
と
照
ら
し
合
わ
せ
る

た
め
、
表
2
に
印
を
付
し
た

（
元
禄
五
年
は
★
、
六
年
は
▲
）。

人
足
の
肩
書
き
に
つ
い
て
、
史

料
2
で
は
「
鴫
野
村
百
姓
」、

史
料
3
で
は
「
庄
屋
九
兵
衛
下

人
」
と
表
記
さ
れ
る
が
、
貞
享

二
年
の
状
況
か
ら
類
推
す
る
と
、

実
際
は
ど
ち
ら
も
所
持
高
五
石

以
下
の
平
百
姓
や
水
呑
で
構
成

さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
表
4

で
は
宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
）

と
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
の

証
文
の
下
書
き
に
み
え
る
人
足

を
ま
と
め
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
証

文
に
は
、
年
号
と
小
屋
に
詰
め

る
大
名
の
名
前
、
人
足
に
交
代

が
あ
っ
た
場
合
に
貼
り
紙
が
付

い
て
お
り
、
二
年
分
の
様
子
が
判
明
す
る
。
貞
享
二
年
か
ら
は
村
内
の
構
成
も
大
き
く

変
化
し
て
い
る
だ
ろ
う
が
、
表
4
に
み
え
る
名
前
を
表
2
に
▽
で
示
し
た
と
こ
ろ
、
市

兵
衛
、
作
兵
衛
な
ど
元
禄
期
か
ら
続
い
て
務
め
て
い
る
家
も
あ
る
。
宝
永
三
・
四
年
の

山
里
小
屋
と
大
番
頭
西
小
屋
の
人
足
も
重
複
し
て
お
り
、
担
い
手
は
ほ
ぼ
固
定
し
て
い

る
。
な
お
、
史
料
2
・
3
と
享
保
三
年
に
名
前
が
み
え
る
庄
助
は
、
表
3
に
示
し
た
よ

う
に
五
郎
兵
衛
家
の
召
遣
譜
代
別
家
で
あ
っ
た
が
、
正
徳
三
年
の
宗
門
改
帳
で
は
独
立

し
た
家
と
し
て
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
や
享
保

八
年
（
一
七
二
三
）
の
年
貢
割
付
の
連
判
状
〔
34
〕〔
65
〕
に
は
名
前
が
み
え
ず
、
水

呑
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
貞
享
二
年
の
人
別
帳
と
は
重
な
ら
な
い
人
足
の

中
に
は
主
家
か
ら
独
立
し
た
譜
代
別
家
な
ど
も
一
定
数
含
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

（
3
）
三
藁
屋
と
掃
除
人
足
の
調
達

　

先
に
み
た
元
禄
期
の
証
文
は
、
形
式
上
は
鴫
野
村
の
村
役
人
か
ら
在
番
の
大
名
の
家

臣
宛
て
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
八
月
に
は
出
替
わ
り
を
し
て
顔
ぶ
れ
が
か
わ
る
大
番

頭
と
加
番
の
性
格
を
ふ
ま
え
る
と
、
鴫
野
村
が
直
接
に
証
文
を
差
し
入
れ
た
と
は
考
え

に
く
い
。
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
の
証
文
に
は
、
馬
屋
で
使
う
藁
・
草
・
荒
糠
を
上

本
町
一
丁
目
の
藁
屋
仁
兵
衛
を
介
し
て
差
し
上
げ
る
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
馬
屋

で
必
要
な
物
資
の
供
給
を
に
な
う
御
用
商
人
が
掃
除
人
足
の
調
達
に
も
介
在
し
た
可
能

性
が
あ
る
。

　

鴫
野
村
文
書
に
は
、
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
か
ら
文
化
一
一
年
（
一
八
一
四
）
頃

ま
で
の
証
文
を
控
え
た
「
御
城
内
御
掃
除
証
文
控
帳
」〔
99
〕
や
、
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）

以
降
の
証
文
を
書
き
留
め
た
「
御
城
内
下
掃
除
請
証
文
下
書
」〔
148
〕
が
あ
る
。
ど
ち

ら
の
帳
面
も
形
式
は
共
通
し
て
お
り
、（
1
）
掃
除
を
務
め
る
小
屋
に
応
じ
た
文
言
の

場所 人数 名目 人足 目録
番号 備考

宝永3 1706 山里小屋 板倉甲斐守 16
徳兵衛､庄五郎､藤兵衛､嘉左衛門､長五郎､作兵
衛､長兵衛､善次郎､庄右衛門､八郎兵衛､市兵衛､
卯之助､●兵衛､権右衛門､庄九郎､八助

48 火打道具､たばこ道具持参禁止

宝永4 1707 山里小屋 内藤駿河守 16 下人
徳兵衛､庄五郎､藤兵衛､嘉左衛門､長五郎､作兵
衛､長兵衛､善次郎､庄右衛門､八郎兵衛､市兵衛､
卯之助､｢左次兵衛｣､権右衛門､庄九郎､八助

48

宝永3 1706 西小屋 本多肥後守 10 百姓 徳兵衛､長五郎､庄五郎､作兵衛､長兵衛､善次郎､
庄右衛門､卯之助､八助､●兵衛 49

宝永4 1707 西小屋 ｢土屋山城守｣? 10 百姓 徳兵衛､長五郎､庄五郎､作兵衛､長兵衛､善次郎､
庄右衛門､卯之助､八助､｢庄九郎｣ 49

享保3 1718 東小屋 松平志摩守 10 百姓 孫四郎､庄五郎､三十郎､権右衛門､八郎兵衛､角
兵衛､庄助､●●､六右衛門､長四郎 59

藁(御馬1疋1日に五把)､草(5月～7
月晦日 御馬1疋1日に一把)､荒糠
上本町1丁目藁屋仁兵衛方より差
し上げ

享保4ヵ 東小屋 ｢酒井下総守｣? 10 百姓 孫四郎､庄五郎､三十郎､権右衛門､八郎兵衛､角
兵衛､庄助､｢喜助｣､六右衛門､長四郎 59

表 4　大坂城在番小屋掃除役
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雛
形
を
写
し
、（
2
）
年
々
の
宛
先
が
書
き
連
ね
ら
れ
て
い
る
（
例
：「
明
和
元
申
年
八

月
よ
り
／
西
御
番
頭
本
堂
伊
豆
守
様
御
内　

高
橋
吉
兵
衛
殿
／
東
御
番
頭
岡
部
筑
前
守

様
御
内　

鈴
木
仙
太
夫
殿
」）。
年
に
よ
っ
て
は
、
い
つ
・
ど
こ
で
証
文
に
印
形
を
押
し

た
か
と
い
う
こ
と
や
、
在
番
衆
か
ら
申
し
渡
さ
れ
た
内
容
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

控
帳
か
ら
、
近
世
後
期
に
は
次
の
三
種
類
の
勤
め
方
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

①
東
西
大
番
頭
小
屋
…
鴫
野
村
が
単
独
で
一
〇
名
の
人
足
を
出
す
形
で
村
役
人
が
差

出
し
人
と
な
り
、
藁
屋
庄
次
郎
が
奥
印
を
据
え
る
（
寛
政
一
二
年
以
降
の
下
書
な

し
）。

　

②
四
加
番
小
屋
…
鴫
野
村
、
木
野
村
、
東
今
里
村
の
各
村
が
一
六
名
ず
つ
人
足
を
供

給
す
る
形
で
、
三
か
村
の
村
役
人
が
差
出
人
と
な
り
、
藁
屋
庄
次
郎
・
藁
屋
八
兵

衛
が
奥
印
を
据
え
る
。

　

③
東
西
大
番
衆
小
屋
…
鴫
野
村
が
単
独
で
一
二
名
の
人
足
を
出
す
形
で
、
奥
印
は
な

い
。
大
番
組
頭
が
城
入
り
前
に
滞
在
す
る
旅
宿
で
証
文
を
提
出
す
る
。
河
内
屋
孫

兵
衛
が
奥
印
を
す
る
時
期
も
あ
る（
＊
10
）。

　

①
②
の
証
文
下
書
に
は
馬
屋
に
関
す
る
記
載
が
み
ら
れ
る
が
、
③
に
は
含
ま
れ
な
い

た
め
、
藁
屋
が
介
在
し
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
藁
屋
八
兵
衛
、
庄
次
郎
の
二
人

は
、
上
本
町
一
丁
目
に
居
住
す
る
藁
屋
忠
助
と
と
も
に
「
三
藁
屋
」
と
呼
ば
れ
る
御
用

商
人
で
あ
っ
た
。
三
藁
屋
は
加
番
三
役
（
鉄
砲
役
・
破
損
役
・
米
役
）
の
用
達
と
し
て

鉄
砲
を
磨
く
紙
の
納
入
、
米
中
次
の
ほ
か
、
掃
除
人
足
の
調
達
や
城
内
修
復
場
所
の
夜

回
り
等
を
担
っ
た
と
い
う（
＊
11
）。
藁
屋
は
こ
う
し
た
在
番
衆
と
の
関
係
を
前
提
と
し
て
、

幕
末
ま
で
掃
除
人
足
の
請
負
を
継
続
し
た（
＊
12
）。

　

以
上
、
大
坂
城
内
の
下
掃
除
に
関
す
る
証
文
か
ら
、
鴫
野
村
は
出
替
わ
り
が
あ
る
在

番
衆
の
掃
除
役
を
勤
め
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
出
入
関
係
は
大

坂
城
に
近
接
す
る
と
い
う
地
理
的
条
件
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ

し
、
遅
く
と
も
明
和
元
年
以
降
は
加
番
小
屋
の
下
掃
除
は
木
野
村
・
東
今
里
村
と
共
同

で
行
っ
て
い
る
こ
と
、
城
代
や
定
番
の
城
内
屋
敷
は
対
象
と
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
城

内
の
下
掃
除
を
め
ぐ
る
権
利
を
近
郊
の
村
々
で
分
割
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
下
掃

除
の
出
入
り
関
係
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
、
固
定
化
し
て
い
く
の
か
、
い
か
な
い
の

か
と
い
う
こ
と
も
論
点
と
な
ろ
う（
＊
13
）。

　

安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
二
月
に
は
東
西
大
番
頭
破
損
方
役
人
か
ら
の
召
し
出
し
が

あ
り
次
の
よ
う
に
申
し
渡
さ
れ
た
。
谷
村
治
兵
衛
と
い
う
人
物
が
大
番
頭
へ
の
拝
借
銀

を
願
っ
た
が
、
こ
れ
に
対
し
大
番
頭
（
東
：
森
川
紀
伊
守
／
西
：
稲
垣
長
門
守
）
は
「
殿

様
ニ
も
御
兼
役
之
時
節
故
拝
借
難
被
仰
付
候
ニ
付
、
下
掃
除
を
被
下
置
候
」
と
、
代
替

案
と
し
て
下
掃
除
の
権
利
を
谷
村
に
認
め
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
掃
除
人
足
を
出
し
続

け
て
き
た
鴫
野
村
は
強
く
抗
議
し
た
が
、
谷
村
と
の
交
渉
も
不
調
に
終
わ
り
、
三
月
に

は
小
屋
内
の
小
便
溜
桶
を
撤
収
し
て
い
る
。
谷
村
の
下
掃
除
請
負
が
認
め
ら
れ
た
の
は

ひ
と
ま
ず
こ
の
年
限
り
だ
っ
た
よ
う
で
、
翌
年
（
安
永
七
年
八
月
）
か
ら
寛
政
一
二
年

（
一
八
〇
〇
）
ま
で
は
鴫
野
村
が
再
び
下
掃
除
を
務
め
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
は

大
番
頭
の
宛
先
が
記
録
さ
れ
な
く
な
る
。
東
西
大
番
衆
宛
て
の
寛
政
一
一
年
（
一
七
九
九
）

の
記
録
に
は
、「
谷
村
治
兵
衛
ゟ
下
掃
除
請
負
願
出
候
間
、
不
掃
除
仕
候
ハ
ヽ
被　

召
放
、

右
之
方
へ
被
遣
候
趣
被　

仰
聞
候
」
と
あ
る
。
こ
の
記
載
か
ら
、
恐
ら
く
寛
政
一
一
年

に
谷
村
が
大
番
頭
小
屋
と
大
番
衆
小
屋
の
下
掃
除
を
願
い
、
大
番
頭
に
つ
い
て
は
認
め

ら
れ
た
結
果
、
鴫
野
村
の
下
掃
除
は
打
ち
切
ら
れ
た
の
だ
ろ
う（
＊
14
）。
鴫
野
村
が
東
西

大
番
衆
小
屋
の
掃
除
役
を
い
つ
か
ら
勤
め
だ
し
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
鴫
野
村
は
冥
加

と
し
て
藁
代
金
三
両
を
上
納
し
て
い
た
。
し
か
し
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
に
は
不
作

を
理
由
に
免
除
を
願
っ
て
お
り
、
村
に
と
っ
て
冥
加
金
が
大
き
な
負
担
だ
っ
た
こ
と
が

う
か
が
え
る（
＊
15
）。

　

谷
村
治
兵
衛
と
の
一
件
か
ら
は
、
在
番
衆
が
下
肥
の
商
品
価
値
を
見
込
ん
で
活
用
す
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る
局
面
も
あ
っ
た
こ
と
、
既
存
の
出
入
り
関
係
を
無
視
し
た
請
負
願
い
も
行
わ
れ
た
こ

と
、
在
番
衆
は
「
不
掃
除
」
な
ど
を
理
由
に
請
負
人
や
出
入
り
の
村
を
切
り
替
え
る
と

い
う
姿
勢
も
み
せ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
下
掃
除
を
委
ね
る
在
番
衆
に
決
定
権
が
あ
っ

た
た
め
に
、
村
の
側
で
は
人
足
の
行
動
を
規
制
し
身
元
を
保
証
す
る
だ
け
で
な
く
、
冥

加
金
を
負
担
し
て
ま
で
下
掃
除
の
権
利
を
確
保
す
る
必
要
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
冥
加

金
の
負
担
が
村
内
で
ど
の
よ
う
に
割
り
掛
け
ら
れ
、
下
掃
除
で
得
ら
れ
た
小
便
や
下
肥

を
村
内
で
い
か
に
し
て
分
配
し
た
の
か
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
鴫
野
村
文
書
の
紹
介
を
兼
ね
て
一
七
世
紀
後
期
の
村
の
内
部
構
造
を
概

観
し
た
。
耕
地
が
不
安
定
な
状
況
に
あ
っ
た
鴫
野
村
で
は
、
一
七
世
紀
後
期
に
は
無
高

が
半
数
以
上
を
占
め
て
い
た
。
こ
う
し
た
人
び
と
が
生
計
を
た
て
る
に
は
大
坂
城
や
大

坂
の
町
方
と
の
関
係
が
不
可
欠
だ
っ
た
ろ
う
し
、
蔬
菜
の
生
産
や
立
ち
売
り
な
ど
も
盛

ん
に
行
わ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
中
で
大
坂
城
内
の
下
掃
除
は
村
が
全
体
と
し
て
維

持
す
べ
き
重
要
な
権
利
で
あ
り
、
収
入
源
だ
っ
た
。
近
年
、
大
坂
に
滞
在
し
た
武
士
集

団
の
研
究
が
盛
ん
だ
が
、
彼
ら
が
生
み
出
す
さ
ま
ざ
ま
な
需
要
が
大
坂
市
中
や
近
郊
農

村
の
人
び
と
の
大
き
な
負
担
で
あ
る
と
同
時
に
生
計
を
立
て
る
手
段
で
も
あ
っ
た
。
今

後
鴫
野
村
に
関
す
る
史
料
の
所
在
確
認
と
内
容
分
析
が
進
む
こ
と
で
、
こ
う
し
た
論
点

が
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

註（
＊
1
）『
日
本
歴
史
地
名
大
系　

大
阪
府
の
地
名
』（
平
凡
社
、
一
九
八
六
）

（
＊
2
）
こ
の
よ
う
な
文
書
が
村
で
作
成
さ
れ
た
要
因
は
不
明
だ
が
、
村
役
人
の
頻
繁
な
交
替
や

の
ち
に
み
る
入
作
の
多
さ
等
も
関
係
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
＊
3
）
五
郎
兵
衛
家
は
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
の
人
別
帳
で
も
所
持
高
が
突
出
し
て
お
り
、

譜
代
・
召
使
譜
代
を
多
数
抱
え
て
い
る
（
表
2
）。
寛
永
一
〇
年
に
作
成
し
た
文
禄
検

地
帳
写
〔
1
〕
で
は
一
三
二
石
余
を
所
持
し
、
庄
屋
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ

れ
に
対
し
て
九
兵
衛
家
は
文
禄
検
地
帳
写
し
に
は
み
え
ず
、
近
世
以
降
の
新
興
の
家
で

あ
ろ
う
。
史
料
で
確
認
で
き
る
限
り
で
は
、
鴫
野
村
で
は
こ
の
二
つ
の
家
を
中
心
に
庄

屋
・
年
寄
役
を
持
ち
廻
っ
て
い
る
。

（
＊
4
）
野
間
光
辰
監
修
、
多
治
比
郁
夫
・
日
野
龍
夫
編
『
校
本
難
波
丸
綱
目
』（
中
尾
松
泉
堂

書
店
、
一
九
七
七
）

（
＊
5
）
八
木
滋
「
近
世
大
坂
の
川
魚
市
場
」（
塚
田
孝
編
『
身
分
的
周
縁
の
比
較
史
―
法
と
社

会
の
視
点
か
ら
』、
清
文
堂
、
二
〇
一
〇
）。

（
＊
6
）「
○
○
所
持
仕
候
内
」
と
さ
れ
る
家
は
召
遣
譜
代
や
奉
公
人
を
雇
っ
て
い
る
家
が
多
い

た
め
、
特
定
の
家
の
分
家
と
考
え
て
お
き
た
い
。

（
＊
7
）
寛
政
重
修
諸
家
譜
に
よ
る
と
、
河
内
狭
山
藩
主
の
北
條
氏
治
は
天
和
三
年
二
月
七
日
に

大
番
の
頭
に
な
っ
て
い
る
。

（
＊
8
）
文
久
三
年
の
加
番
小
屋
下
掃
除
の
証
文
で
は
、「
八
日
、
十
八
日
、
廿
八
日
」
が
定
日

と
な
っ
て
い
る
（『
新
修
大
阪
市
史
』
史
料
編
第
六
巻
、
p
635
）。

（
＊
9
）「
在
坂
役
人
と
大
坂
町
人
社
会
」（
同
『
近
世
畿
内
・
近
国
支
配
の
構
造
』、
柏
書
房
、

二
〇
〇
六
）

（
＊
10
）
前
掲
註
9
論
文
に
よ
る
と
、
河
内
屋
孫
兵
衛
は
大
番
衆
を
つ
と
め
た
旗
本
鈴
木
家
の
舂

屋
を
務
め
、
中
間
の
手
配
や
金
銀
の
貸
与
を
に
な
う
出
入
商
人
で
あ
っ
た
。

（
＊
11
）
吉
田
洋
子
「
大
坂
城
の
請
負
業
者
」（『
編
纂
所
だ
よ
り
』
第
30
号
、
大
阪
市
史
編
纂
所
、

一
九
九
八
年
）

（
＊
12
）
文
久
三
年
の
四
加
番
小
屋
下
掃
除
の
証
文
で
も
、
藁
屋
庄
次
郎
と
八
兵
衛
が
奥
印
を
据
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え
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
（『
新
修
大
阪
市
史
』
史
料
編
第
六
巻
、
p
635
）。

（
＊
13
）
大
坂
城
内
の
下
掃
除
の
権
限
を
考
え
る
際
、
町
方
や
蔵
屋
敷
で
は
ど
の
よ
う
な
分
割
が

な
さ
れ
て
い
た
か
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
以
降
、
大

坂
町
家
の
下
屎
は
、
淀
川
、
神
崎
川
、
中
津
川
、
猪
名
川
な
ど
の
流
域
に
位
置
す
る

三
二
〇
か
村
余
り
の
村
々
が
摂
河
在
方
下
屎
仲
間
を
構
成
し
て
分
け
合
っ
て
い
た
。
近

世
後
期
の
割
当
て
で
は
、
鴫
野
村
は
万
年
町
の
汲
み
取
り
権
を
持
っ
て
い
た
（
荒
武
賢

一
朗
『
屎
尿
を
め
ぐ
る
近
世
社
会
―
大
坂
地
域
の
農
村
と
都
市
』、
清
文
堂
、

二
〇
一
五
）。

（
＊
14
）「
御
城
内
御
掃
除
証
文
控
帳
」〔
99
〕。

（
＊
15
）「
御
城
内
下
掃
除
請
証
文
下
書
」〔
148
〕。
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大 阪 歴 史 博 物 館 　 研 究 紀 要
第15号（ 1 )－(18)ページ 2017年3月

目
録
番
号
整
理
番
号
枝
番

標
題

年
号

年
月

日
差
出

宛
名

形
態
数
量
単
位

備
考

1
1

文
禄
三
年
八
月
吉
日
摂
州
東
成
郡
内
鴫
野
村
御
検

地
帳
写

寛
永

10
4

28
し
き
の
村
庄
屋
五
郎
兵
衛
㊞
、
他
8
名

木
村
惣
右
衛
門

竪
1

冊

2
113

子
之
年
下
札
（
年
貢
割
付
）

寛
永

13
11

28
木
村
惣
右
衛
門
㊞

鴫
野
村

状
1

通

3
96

申
年
免
定
之
事

寛
永

21
11

12
木
惣
右
㊞

鴫
野
村
庄
屋
百
姓
中

状
1

通
(端
裏
)「
寛
永
弐
十
壱
申
年
荒
開
｣

4
136

酉
年
免
定
事

正
保

2
11

18
木
惣
右
㊞

鴫
野
村
庄
屋
百
姓
中

状
1

通
(端
裏
)「
正
保
弐
酉
年
」

5
108

亥
年
免
定
之
事

正
保

4
11

3
木
惣
右
㊞

鴫
野
村

状
1

通
(端
裏
)「
正
保
四
亥
年
」

6
196

辰
年
免
定
事

承
応

1
11

15
木
惣
右
㊞

鴫
野
村

状
1

枚
(端
裏
)「
承
応
元
辰
年
」

7
166

午
年
免
定
之
事

承
応

3
3

木
惣
右
㊞

鴫
野
村

状
1

通
(端
裏
)「
承
応
三
午
年
」

8
58

鴫
野
村
荒
開
之
帳

万
治

3
2

15
－

－
竪

1
冊

9
185

寅
年
免
定
之
事

寛
文

2
11

15
木
惣
右
㊞

庄
屋
年
寄
中

状
1

通
(端
裏
)「
寛
文
二
寅
年
」

10
126

卯
年
免
定
之
事

寛
文

3
11

15
木
惣
右
㊞

鴫
野
村
庄
屋
百
姓
中

状
1

通
(端
裏
)「
寛
文
三
卯
年
」

11
193

辰
年
免
定
之
事

寛
文

4
11

15
木
惣
右
㊞

鴫
野
村
庄
屋
年
寄
惣
百
姓
中

状
1

枚
(端
裏
)「
寛
文
四
辰
年
」

12
178

午
年
免
定
之
事

寛
文

6
11

15
木
宗
右
㊞

鴫
野
村
庄
屋
年
寄
惣
百
姓
中

状
1

通
(端
裏
)「
寛
文
六
午
年
」

13
179

免
定
之
事

寛
文

7
11

15
木
惣
右
㊞

庄
屋
・
年
寄
・
惣
百
姓
中

状
1

通
(端
裏
)「
寛
文
七
未
年
」

14
124

酉
年
免
定
之
事

寛
文

9
11

5
木
惣
右
㊞

鴫
野
村
庄
屋
年
寄
惣
百
姓
中

状
1

通
(端
裏
)「
寛
文
九
酉
年
　
荒
開
」

15
74

戌
年
免
定
之
事

寛
文

10
11

15
木
惣
右
㊞

右
庄
屋
年
寄
惣
百
姓

状
1

通
端
裏
「
寛
文
十
戌
年
荒
開
」

16
123

亥
年
免
定
之
事

寛
文

11
11

－
木
惣
右
㊞

鴫
野
村
庄
屋
年
寄
惣
百
姓
中

状
1

通
(端
裏
)「
寛
文
十
一
亥
年
」

17
115

子
年
免
定
之
事

寛
文

12
11

－
木
惣
右
㊞

鴫
野
村
庄
屋
年
寄
惣
百
姓
中

状
1

通
(端
裏
)「
寛
文
十
二
子
年
」

18
197

乍
恐
口
上
書
以
御
訴
訟
申
上
候
（
水
持
縄
手
御
普

請
願
い
）

天
和

3
4

－
鴫
野
村
庄
屋
九
兵
衛
㊞
、
年
寄
五
郎
兵
衛
㊞
、

同
次
郎
兵
衛
㊞

奉
行

状
1

枚

19
3

摂
州
東
成
郡
鴫
野
村
宗
旨
改
帳

貞
享

1
3

－
摂
州
東
成
郡
鴫
野
村
庄
屋
九
兵
衛
㊞
、
他
3

名
万
年
長
十
郎

竪
1

冊
虫
損
甚
。
一
紙
挟
み
込
み
有
。

20
168

[連
判
状
]（
立
会
割
付
に
つ
き
）

貞
享

1
12

鴫
野
村
庄
屋
九
兵
衛
㊞
、
年
寄
五
郎
兵
衛
㊞
、

同
次
郎
兵
衛
㊞
、
他
48名

－
状

1
通

21
2

摂
州
東
成
郡
鴫
野
村
宗
旨
改
帳

貞
享

2
3

－
[　
　
〕
や
〔
　
　
〕
兵
衛
㊞
、
他
3
名

万
年
長
十
郎

竪
1

冊
破
損
甚

22
170

[連
判
状
]（
立
会
割
付
に
つ
き
）

貞
享

2
12

鴫
野
村
庄
屋
九
兵
衛
㊞
、
年
寄
五
郎
兵
衛
㊞
、

同
次
郎
兵
衛
㊞
、
他
49名

－
状

1
通

23
169

[連
判
状
]（
立
会
割
付
に
つ
き
）

貞
享

4
12

鴫
野
村
庄
屋
九
兵
衛
㊞
、
年
寄
五
郎
兵
衛
㊞
、

同
次
郎
兵
衛
㊞
、
他
63名

－
状

1
通

24
241

謹
窺
（
小
林
九
兵
衛
の
占
い
）

貞
享

4
11

17
周
竜
軒
斉
藤
元
恒
（
花
押
）

－
状

1
枚

25
13

摂
州
東
成
郡
鴫
野
村
宗
旨
改
帳

貞
享

5
3

－
－

－
竪

1
冊

表
紙
綴
じ
外
れ

摂
津
国
東
成
郡
鴫
野
村
文
書
目
録
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摂津国東成郡鴫野村文書の紹介

26
36

[鴫
野
村
宗
門
人
別
帳
〕

貞
享

5
3

摂
州
東
成
郡
鴫
野
村
庄
屋
九
兵
衛
㊞
、
同
村

年
寄
五
郎
兵
衛
㊞
、
年
寄
二
郎
兵
衛
㊞
、
与

頭
利
右
衛
門
㊞

万
年
長
十
郎

竪
1

冊
綴
じ
外
れ
、
前
欠

27
204

[連
判
状
]（
立
会
割
付
に
つ
き
）

元
禄

1
12

－
鴫
野
村
庄
屋
九
兵
衛
㊞
、
年
寄
五
郎
兵
衛
㊞
、

同
次
郎
兵
衛
㊞
、
他
66名

－
状

1
枚

28
205

[連
判
状
]（
立
会
割
付
に
つ
き
）

元
禄

2
12

－
鴫
野
村
庄
屋
九
兵
衛
㊞
、
年
寄
五
郎
兵
衛
㊞
、

同
次
郎
兵
衛
㊞
、
他
64名

－
状

1
枚

29
163

[連
判
状
]（
立
会
割
付
に
つ
き
）

元
禄

3
12

鴫
野
村
庄
屋
九
兵
衛
㊞
、
年
寄
五
郎
兵
衛
㊞
、

同
次
郎
兵
衛
㊞
、
他
67名

－
状

1
通

30
31

元
禄
四
年
未
九
月
摂
州
鴫
野
村
反
別
田
置
帳

元
禄

4
9

－
鴫
野
村
庄
屋
九
兵
衛
､年
寄
五
郎
兵
衛
､同
次

郎
兵
衛
年
寄
五
郎
兵
衛
、
同
次
郎
兵
衛

万
年
長
十
郎

竪
1

冊

31
165

[連
判
状
]（
立
会
割
付
に
つ
き
）

元
禄

4
12

鴫
野
村
庄
屋
九
兵
衛
㊞
、
年
寄
五
郎
兵
衛
㊞
、

同
次
郎
兵
衛
㊞
、
他
66名

－
状

1
通

32
30

吟
味
之
帳
（
村
内
寺
社
の
書
上
げ
）

元
禄

5
10

－
鴫
野
村
庄
屋
九
兵
衛
、
年
寄
五
郎
兵
衛
、
同

次
郎
兵
衛

万
年
長
十
郎

竪
1

冊
表
紙
に
「
元
禄
五
年
申
十
月
ニ
指
上

ケ
申
写
也
」
と
あ
り
。
虫
損
甚
。

33
99

指
上
ヶ
申
一
札
之
事
（
大
坂
城
内
北
條
伊
勢
守
屋

敷
の
掃
除
人
足
に
つ
き
）

元
禄

5
8

－
万
年
長
十
郎
様
御
代
官
所
摂
州
東
成
郡
鴫
野

村
庄
屋
　
九
兵
衛
、
年
寄
　
五
郎
兵
衛
、
年

寄
　
次
郎
兵
衛

北
條
伊
勢
守
様
御
内
　
大
嶋
又
左
衛
門
、

沢
野
治
右
衛
門
、
西
野
忠
右
衛
門

状
1

通

34
164

[連
判
状
]（
立
会
割
付
に
つ
き
）

元
禄

5
12

鴫
野
村
庄
屋
九
兵
衛
㊞
、
年
寄
五
郎
兵
衛
㊞
、

同
次
郎
兵
衛
㊞
、
他
66名

－
状

1
通

35
206

摂
津
国
東
成
郡
鴫
野
村
当
申
御
年
貢
可
割
付
之
事
元
禄

5
11

－
万
年
長
十
郎
㊞

－
状

1
枚

(端
裏
)「
元
禄
五
申
年
」

36
72

差
上
ヶ
申
証
文
之
事
（
御
城
中
山
里
御
丸
御
小
屋

掃
除
に
つ
き
）

元
禄

6
7

29
万
年
長
十
郎
様
御
代
官
所
摂
州
東
成
郡
鴫
野

村
庄
屋
九
兵
衛
、
同
村
小
頭
五
郎
兵
衛
、
同

断
次
郎
兵
衛

内
藤
丹
波
守
様
御
内
永
嶋
新
右
衛
門
、

長
岡
治
右
衛
門

状
1

通

37
78

乍
恐
御
訴
訟
申
上
候
（
大
日
如
来
座
光
・
社
頭
修

復
の
た
め
の
開
帳
に
つ
き
）

元
禄

6
12

－
鴫
野
村
大
日
堂
住
持
西
信
、
庄
屋
九
兵
衛
、

年
寄
平
左
衛
門
、
同
次
郎
兵
衛

奉
行

状
1

通

38
195

摂
津
国
東
成
郡
鴫
野
村
当
酉
御
年
貢
可
納
割
付
之

事
元
禄

6
11

－
万
年
長
十
郎
㊞

摂
州
東
成
郡
鴫
野
村
庄
屋
年
寄
惣
百
姓

中
状

1
枚

(端
裏
)「
元
禄
六
酉
年
」

39
194

摂
津
国
東
成
郡
鴫
野
村
戌
御
成
ヶ
割
付
之
事

元
禄

7
10

－
小
朝
丞
㊞

庄
屋
惣
百
姓
中

状
1

枚
(端
裏
)「
元
禄
七
戌
年
」

40
198

摂
津
国
東
成
郡
鴫
野
村
亥
御
成
ヶ
割
付
之
事

元
禄

8
11

－
小
朝
丞
㊞

庄
屋
百
姓
中

状
1

枚
(端
裏
)「
元
禄
八
亥
年
」

41
161

摂
津
国
東
成
郡
鴫
野
村
子
御
成
ヶ
割
付
之
事

元
禄

9
11

－
小
朝
丞
㊞

庄
屋
惣
百
姓
中

状
1

通
(端
裏
)「
元
禄
九
子
年
　
鴫
野
村
」

42
122

摂
津
国
東
成
郡
鴫
野
村
巳
御
成
ヶ
割
付
之
事

元
禄

10
11

－
小
朝
丞
㊞

庄
屋
惣
百
姓
中

状
1

通
(端
裏
)「
元
禄
十
巳
年
」

43
189

摂
津
国
東
成
郡
鴫
野
村
寅
御
成
ヶ
割
付
之
事

元
禄

11
11

－
小
朝
丞
㊞

庄
屋
・
惣
百
姓

状
1

通
虫
損
。
(端
裏
)「
元
禄
十
一
寅
年
｣

44
125

摂
津
国
東
成
郡
鴫
野
村
卯
御
成
ヶ
割
付
事

元
禄

12
11

－
小
朝
丞
㊞

庄
屋
・
年
寄

状
1

通
(端
裏
)「
元
禄
十
二
卯
年
」

45
128

摂
津
国
東
成
郡
鴫
野
村
巳
御
成
箇
割
付
之
事

元
禄

14
11

－
小
朝
丞
㊞

庄
屋
・
百
姓

状
1

通
(端
裏
)「
元
禄
十
四
巳
ノ
年
」

46
182

未
年
免
定
之
事

元
禄

16
11

－
長
谷
川
六
兵
衛
㊞

鴫
野
村
庄
屋
・
百
姓

状
1

通
(端
裏
)「
元
禄
十
六
未
」
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47
65

大
日
堂
什
物
之
帳
（
什
物
預
り
に
つ
き
）

宝
永

2
2

－
大
日
堂
忍
誉
㊞

鴫
野
村
庄
屋
兵
右
衛
門
、
同
村
年
寄
、

宮
年
寄

竪
1

冊
閏
4
月
18日
付
で
看
坊
訟
察
の
判
形

あ
り
。

48
71

差
上
ヶ
申
証
文
之
事
（
御
城
中
山
里
御
丸
御
小
屋

掃
除
に
つ
き
）

宝
永

3
8

－
長
谷
川
六
兵
衛
様
御
代
官
所
摂
州
東
成
郡
鴫

野
村
庄
屋
九
兵
衛
、
同
村
年
寄
五
郎
兵
衛
、

同
次
郎
兵
衛

｢内
藤
駿
河
守
様
御
内
　
横
田
仁
右
衛

門
、
山
形
五
左
衛
門
」

状
1

通
端
裏
「
宝
永
三
戌
年
」

49
70

大
坂
御
城
内
御
掃
除
出
入
手
形
之
事
（
｢土
屋
山

城
守
様
」
西
御
小
屋
掃
除
に
つ
き
）

宝
永

｢4｣
｢8｣

－
長
谷
川
六
兵
衛
様
御
代
官
所
摂
州
東
成
郡
鴫

野
村
庄
屋
九
兵
衛
、
同
村
年
寄
五
郎
兵
衛
、

同
次
郎
兵
衛

－
状

1
通

端
裏
「
宝
永
三
年
」
と
あ
り
。
宝
永

4
年
用
に
貼
り
紙
を
施
し
た
も
の
。

50
131

亥
年
免
定
之
事

宝
永

4
11

－
長
谷
川
六
兵
衛
㊞

鴫
野
村
庄
屋
・
百
姓

状
1

通
(端
裏
)「
宝
永
四
亥
」

51
183

子
御
年
貢
可
納
免
定
之
事

宝
永

5
11

－
細
田
伊
左
衛
門
代
葛
山
由
右
衛
門
㊞
、
大
沢

谷
右
衛
門
㊞

摂
州
東
成
郡
鴫
野
村
庄
屋
百
姓
中

状
1

通
(端
裏
)「
宝
永
五
子
」

52
153

丑
御
年
貢
可
納
免
定
之
事

宝
永

6
11

－
細
伊
左
衛
門
㊞

鴫
野
村
庄
屋
・
百
姓

状
1

通
(端
裏
)「
宝
永
六
丑
」

53
208

子
年
皆
済
目
録

宝
永

6
7

－
庄
屋
九
兵
衛
㊞

代
官

状
1

枚
(端
裏
)「
子
年
　
鴫
野
村
｣／
(裏

判
）
大
沢
谷
右
衛
門
㊞
、
坂
田
茂
右

衛
門
㊞

54
127

丑
年
皆
済
目
録

宝
永

7
10

－
摂
州
東
成
郡
鴫
野
村
庄
屋
九
兵
衛
㊞

代
官

状
1

通
(端
裏
)「
宝
永
丑
年
　
鴫
野
村
｣／

裏
判
　
大
沢
谷
右
衛
門
㊞
、
坂
田
茂

右
衛
門
、
岩
崎
薗
右
衛
門
㊞

55
181

寅
年
皆
済
目
録

宝
永

8
10

－
摂
州
東
成
郡
鴫
野
村
庄
屋
九
兵
衛
㊞

代
官

状
1

通
(端
裏
)「
寅
年
　
鴫
野
村
｣／
裏
判
　

岩
崎
薗
右
衛
門
㊞
、
大
沢
谷
右
衛
門

㊞
、
坂
田
茂
右
衛
門

56
19

摂
州
東
生
郡
鴫
野
村
巳
之
年
宗
門
改
牒

正
徳

3
3

－
摂
州
東
生
郡
鴫
野
村
庄
屋
九
兵
衛
㊞
、
他
2

名
細
田
伊
左
衛
門

竪
1

冊

57
120

摂
津
国
東
成
郡
鴫
野
村
申
御
成
箇
免
定
之
事

享
保

1
11

－
桜
井
孫
兵
衛
㊞

庄
屋
百
姓

状
1

通
(端
裏
)「
享
保
元
申
」

58
184

摂
州
東
成
郡
鴫
野
村
酉
御
成
箇
免
定
之
事

享
保

2
11

－
桜
井
孫
兵
衛
㊞

庄
屋
・
百
姓

状
1

通
(端
裏
)「
享
保
二
酉
　
鴫
野
村
」

59
73

大
坂
御
城
内
御
掃
除
出
入
手
形
之
事

享
保

3
8

－
桜
井
孫
兵
衛
殿
御
代
官
所
摂
州
東
成
郡
鴫
野

村
庄
屋
九
兵
衛
、
同
村
年
寄
五
郎
兵
衛
、
同

七
郎
右
衛
門

松
平
志
摩
守
様
御
内
杉
山
弥
兵
衛
、
村

松
冨
右
衛
門

状
1

通
端
裏
「
享
保
三
年
戌
八
月
松
平
志
摩

守
様
へ
指
上
ヶ
申
候
下
書
、
東
御
番

頭
控
」

60
186

摂
州
東
成
郡
鴫
野
村
戌
御
成
箇
免
定
之
事

享
保

3
11

－
桜
井
孫
兵
衛
㊞

庄
屋
・
百
姓

状
1

通
(端
裏
)「
享
保
三
戌
　
鴫
野
村
」

61
97

摂
州
東
成
郡
鴫
野
村
亥
御
成
箇
免
定
之
事

享
保

4
11

－
桜
井
孫
兵
衛
㊞

庄
屋
百
姓

状
1

通
(端
裏
)「
享
保
四
亥
　
鴫
野
村
」

62
180

摂
州
東
成
郡
鴫
野
村
子
御
成
箇
免
定
之
事

享
保

5
11

－
桜
井
孫
兵
衛
㊞

庄
屋
・
百
姓

状
1

通
(端
裏
)「
享
保
五
子
　
鴫
野
村
」

63
175

摂
州
東
成
郡
鴫
野
村
丑
年
御
成
箇
免
定
之
事

享
保

6
11

－
桜
井
孫
兵
衛
㊞

庄
屋
年
寄

状
1

通
(端
裏
)「
享
保
六
丑
　
鴫
野
村
」

64
176

寅
御
年
貢
可
納
割
付
之
事

享
保

7
10

－
石
川
傳
兵
衛
㊞

摂
州
東
成
郡
鴫
野
村
庄
屋
・
年
寄
・
百
姓

状
1

通
(端
裏
)「
享
保
七
寅
年
　
鴫
野
村
」

65
167

[連
判
状
]（
立
会
割
付
に
つ
き
）

享
保

8
11

鴫
野
村
庄
屋
九
兵
衛
㊞
、
年
寄
五
郎
兵
衛
㊞
、

同
次
郎
兵
衛
㊞
、
他
78名

－
状

1
通

66
171

乍
恐
御
訴
訟
申
上
候
（
放
出
村
よ
り
鴫
野
村
田
地

へ
悪
水
落
し
頼
み
来
る
に
つ
き
）

享
保

8
11

27
石
川
傳
兵
衛
代
官
所
摂
州
東
成
郡
鴫
野
村
庄

屋
九
兵
衛
㊞
、
年
寄
五
郎
兵
衛
㊞
、
同
次
郎

兵
衛
㊞
、
百
姓
代
善
兵
衛
㊞

奉
行

状
1

通
紙
継
ぎ
目
外
れ
か
け
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67
173

卯
御
年
貢
可
納
割
付
之
事

享
保

8
10

－
石
川
傳
兵
衛
㊞

鴫
野
村
庄
屋
・
年
寄
・
百
姓

状
1

通
(端
裏
)「
享
保
八
卯
ノ
年
　
鴫
野
村
｣

68
95

辰
御
年
貢
可
割
付
之
事

享
保

9
10

－
石
川
傳
兵
衛
㊞

鴫
野
村
庄
屋
・
年
寄
・
惣
百
姓

状
1

通
(端
裏
)「
享
保
九
辰
よ
り
午
迄
三
ヶ

年
　
鴫
野
村
」

69
188

[連
判
状
]（
立
会
割
付
に
つ
き
）

享
保

9
12

－
摂
州
東
生
郡
鴫
野
村
庄
屋
五
郎
兵
衛
㊞
、
年

寄
次
郎
兵
衛
㊞
、
同
善
兵
衛
㊞
、
他
76名

－
状

1
通

70
143

[連
判
状
]（
立
会
割
付
に
つ
き
）

享
保

10
11

－
摂
州
東
成
郡
鴫
野
村
庄
屋
五
郎
兵
衛
㊞
、
年

寄
次
郎
兵
衛
㊞
、
同
善
兵
衛
㊞
、
他
77名

－
状

1
通

71
79

午
御
年
貢
可
納
割
付
之
事

享
保

11
10

－
石
川
伝
兵
衛
㊞

鴫
野
村
庄
屋
、
年
寄
、
惣
百
姓

状
1

通
端
裏
「
享
保
拾
壱
年
午
御
免
定
」

72
132

[連
判
状
]（
立
会
割
付
に
つ
き
）

享
保

11
11

－
摂
州
東
成
郡
鴫
野
村
庄
屋
五
郎
兵
衛
㊞
、
年

寄
次
郎
兵
衛
㊞
、
同
善
兵
衛
㊞
、
他
79名

－
状

1
通

73
144

[連
判
状
]（
立
会
割
付
に
つ
き
）

享
保

12
12

－
摂
州
東
成
郡
鴫
野
村
庄
屋
五
郎
兵
衛
㊞
、
年

寄
次
郎
兵
衛
㊞
、
同
善
兵
衛
㊞
、
他
80名

－
状

1
通

74
93

申
御
年
貢
可
納
割
付
之
事

－
－

－
－

－
摂
州
東
成
郡
鴫
野
村

状
1

通
後
欠
／
(端
裏
)「
享
保
十
三
年
申
よ

り
子
迄
五
ヶ
年
御
免
定
　
鴫
野
村
」

／
94と
同
一
文
書
ヵ
。

75
94

[年
貢
割
付
]（
｢入
作
之
者
迄
立
会
無
高
下
致
割

合
、
極
月
十
日
以
前
急
度
可
皆
済
者
也
｣）

享
保

13
10

－
斎
藤
喜
六
郎
㊞

右
村
庄
屋
・
年
寄
・
惣
百
姓

状
1

通
前
欠
／
93と
同
一
文
書
ヵ
。

76
133

[連
判
状
]（
立
会
割
付
に
つ
き
）

享
保

13
12

－
摂
州
東
成
郡
鴫
野
村
庄
屋
五
郎
兵
衛
㊞
、
年

寄
次
郎
兵
衛
㊞
、
同
善
兵
衛
㊞
、
他
82名

77
98

摂
津
国
東
成
郡
鴫
野
村
戌
年
免
定
之
事

享
保

15
11

－
平
岡
彦
兵
衛
㊞

右
村
庄
屋
年
寄
惣
百
姓

状
1

通
(端
裏
)「
享
保
十
五
年
戌
年
御
免
定

子
迄
五
ヶ
年
内
　
鴫
野
村
」

78
109

宗
旨
手
形
之
事
（
九
兵
衛
下
女
ま
つ
に
つ
き
)

享
保

15
9

－
知
恩
院
派
八
丁
目
寺
町
専
念
寺
㊞
、
天
然
寺
、

重
願
寺
、
誓
安
寺
、
宗
心
寺

鴫
野
村
九
兵
衛

状
1

通

79
187

摂
津
国
東
成
郡
鴫
野
村
寅
年
免
定
之
事

享
保

19
11

－
平
岡
彦
兵
衛
㊞

東
成
郡
鴫
野
村
庄
屋
・
年
寄
・
惣
百
姓

状
1

通
(端
裏
)「
享
保
十
九
年
寅
年
」

80
150

摂
津
国
東
成
郡
鴫
野
村
卯
年
免
定
之
事

享
保

20
11

－
平
岡
彦
兵
衛
㊞

鴫
野
村
庄
屋
・
年
寄
・
惣
百
姓
中

状
1

通
(端
裏
)「
享
保
ニ
十
年
卯
御
免
定
」

81
177

酉
御
年
貢
御
勘
定
目
録

寛
保

2
－

－
摂
州
東
成
郡
鴫
野
村
庄
屋
五
郎
兵
衛
㊞
、
年

寄
九
兵
衛
㊞
、
百
姓
代
与
兵
衛
㊞

池
田
喜
八
郎
役
所

状
1

通
(端
裏
)「
改
　
酉
年
｣「
寛
保
元
酉

年
｣／
裏
判
　
池
田
喜
八
郎
㊞

82
121

戌
御
年
貢
皆
済
目
録

寛
保

3
6

－
鴫
野
村
庄
屋
五
郎
兵
衛
㊞
、
年
寄
九
兵
衛
㊞
、

百
姓
代
市
右
衛
門
㊞

池
田
喜
八
郎
役
所

状
1

通
(端
裏
)「
寛
保
弐
戌
年
　
鴫
野
村
｣

／
裏
判
　
池
田
喜
八
郎
㊞

83
199

亥
年
皆
済
目
録

延
享

1
3

－
奥
半
四
郎
㊞

摂
津
国
東
成
郡
鴫
野
村
庄
屋
年
寄

状
1

枚
(端
裏
)「
寛
保
三
亥
年
皆
済
目
録
　

鴫
野
村
｣（
貼
り
紙
)「
寛
保
三
亥

年
｣

84
201

乍
恐
書
付
を
以
御
願
奉
申
上
候
（
大
日
堂
本
堂
修

復
の
た
め
本
尊
と
異
宝
の
開
帳
願
い
）

寛
延

3
12

21
小
川
新
右
衛
門
代
官
所
摂
州
東
生
郡
鴫
野
村

大
日
堂
看
坊
義
道
、
同
村
庄
屋
五
郎
兵
衛
、

年
寄
九
兵
衛

奉
行

状
1

枚
(端
裏
)「
大
日
堂
開
帳
願
午
十
二
月

廿
一
日
」
末
尾
に
小
川
新
右
衛
門
役

所
へ
の
届
書
あ
り
。

85
162

乍
恐
返
答
（
新
喜
多
新
田
売
却
に
つ
き
）

宝
暦

2
7

12
鴫
野
村
喜
兵
衛
、
左
専
道
村
六
兵
衛

奉
行

状
1

通
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86
102

酉
御
年
貢
可
納
割
付
之
事

宝
暦

3
11

－
小
川
新
右
衛
門
㊞

鴫
野
村
庄
屋
・
年
寄
・
惣
百
姓

状
1

通
(端
裏
)「
宝
暦
三
年
酉
御
免
定
　
鴫

野
村
」

87
110

請
状
之
事
（
播
州
加
東
郡
畋
川
山
萬
勝
寺
隠
居
天

獨
が
大
日
堂
看
坊
を
勤
め
る
に
つ
き
）

宝
暦

3
7

－
天
獨

鴫
野
村
庄
屋
年
寄
中

状
1

通

88
141

宗
旨
請
状
之
事
（
当
村
仁
兵
衛
倅
藤
四
郎
に
つ

き
）

宝
暦

3
3

－
森
河
内
村
宝
林
寺
㊞

鴫
野
村
庄
屋
年
寄
中

状
1

通

89
172

一
札
（
石
井
路
堀
人
足
賃
銀
の
割
付
方
に
つ
き
）
宝
暦

4
11

－
摂
州
東
成
郡
鴫
野
村
百
姓
市
兵
衛
㊞
、
他
78

名
－

状
1

通

90
192

[連
判
状
]（
当
亥
御
免
定
拝
見
の
上
、
立
会
割
付

に
つ
き
）

宝
暦

5
12

－
鴫
野
村
庄
屋
九
兵
衛
、
年
寄
五
郎
兵
衛
、
他

86名
－

状
1

枚
(端
裏
)「
宝
暦
五
亥
年
」
／
白
紙
断

簡
あ
り
/庄
屋
年
寄
無
印

91
151

差
上
申
一
札
之
事
（
用
明
天
皇
社
氏
神
出
入
の
裁

許
請
状
写
）

宝
暦

7
8

25

訴
訟
方
　
大
坂
玉
造
森
之
宮
用
明
天
皇
神
主

近
藤
大
隅
後
見
同
人
親
　
近
藤
龍
扇
、
相
手

方
　
小
堀
数
馬
代
官
所
摂
州
東
成
郡
中
濱
村
　

庄
屋
茂
右
衛
門
他
4
名
・
萩
原
藤
七
郎
代
官

所
同
国
同
郡
鴫
野
村
庄
屋
九
兵
衛
他
1
名

評
定
所

状
1

通

92
200

乍
恐
御
断
奉
申
上
候
（
大
日
堂
を
看
坊
永
真
へ
譲

り
、
住
持
に
な
る
に
つ
き
）

宝
暦

7
11

－
鴫
野
村
庄
屋
九
兵
衛
、
年
寄
五
郎
兵
衛
、
大

日
堂
住
持
永
真

奉
行

状
1

枚
下
書
き
。
末
尾
に
萩
原
藤
七
郎
役
所

へ
の
届
書
あ
り
。

93
203

覚
（
去
丑
御
物
成
置
米
諸
渡
残
米
石
代
銀
の
受
取

り
）

宝
暦

8
7

20
萩
藤
七
郎
㊞

摂
州
東
成
郡
鴫
野
村
庄
屋
年
寄

状
1

枚

94
112

田
地
質
物
ニ
入
置
流
シ
申
一
札
之
事

宝
暦

9
12

9
し
ぎ
の
村
流
シ
主
　
理
助
㊞

鴫
野
村
長
右
衛
門

状
1

通
加
判
　
庄
屋
九
兵
衛
㊞
、
年
寄
五
郎

兵
衛
㊞

95
118

卯
御
年
貢
可
納
割
付
之
事

宝
暦

9
11

－
萩
原
藤
七
郎
㊞

摂
津
国
東
成
郡
鴫
野
村
庄
屋
年
寄
惣
百

姓
状

1
通

(端
裏
)「
宝
暦
九
卯
年
」

96
66

御
料
所
御
巡
見
御
道
順
帳

宝
暦

10
9

－
－

横
1

冊

97
135

畑
質
物
ニ
入
置
流
申
一
札
之
事

宝
暦

13
1

14
流
シ
主
野
田
村
六
兵
衛
㊞

あ
い
お
い
東
町
天
満
屋
伊
兵
衛

状
1

通
奥
印
　
鴫
野
村
庄
屋
九
兵
衛
㊞
、
年

寄
善
右
衛
門
㊞
、
年
寄
孫
兵
衛
㊞

98
119

乍
恐
御
願
奉
申
上
候
（
氏
神
八
剱
大
明
神
社
の
鳥

居
再
建
に
つ
き
、
一
連
の
願
書
お
よ
び
届
け
の
写

し
）

明
和

1
8

25
飯
塚
伊
兵
衛
代
官
所
摂
州
東
生
郡
鴫
野
村
宮

座
百
姓
次
左
衛
門
、
同
市
右
衛
門
、
年
寄
善

右
衛
門
、
同
孫
兵
衛
、
庄
屋
九
兵
衛

東
奉
行
　
等

状
1

通

99
274

御
城
内
御
掃
除
証
文
扣
帳

明
和

1
8

鴫
野
村
小
林
九
兵
衛

竪
1

冊

100
28

戌
明
和
五
年
子
十
一
月
吉
日
　
御
廻
状
御
用
留

明
和

5
11

－
－

－
竪

1
冊

101
50

寅
年
小
入
用
帳
（
村
入
用
倹
約
を
申
付
け
ら
れ
候

に
つ
き
）

明
和

8
3

摂
州
東
成
郡
鴫
野
村
庄
屋
九
兵
衛
㊞
、
年
寄

孫
兵
衛
㊞
、
年
寄
与
兵
衛
㊞
、
他
67名

辻
六
郎
左
衛
門
役
所

竪
1

冊

102
51

差
出
明
細
帳

明
和

9
－

鴫
野
村
庄
屋
九
兵
衛
、
年
寄
孫
兵
衛
、
年
寄

与
兵
衛

－
竪

1
冊

103
77

一
札
（
借
地
住
居
の
さ
つ
た
し
か
な
る
者
に
つ

き
）

明
和

9
11

－
請
人
鴫
野
村
仁
右
衛
門
㊞
、
さ
つ
㊞

鴫
野
村
九
兵
衛

状
1

通

104
75

養
子
一
札
之
事
（
倅
安
治
郎
養
子
入
に
つ
き
）

安
永

2
12

－
津
国
屋
喜
右
衛
門
㊞
、
挨
拶
人
百
姓
三
右
衛

門
鴫
野
村
九
兵
衛

状
1

通
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105
147

養
子
一
札
之
事
（
貴
殿
息
安
治
郎
、
養
子
に
迎
え

る
に
つ
き
、
持
参
金
10両
の
受
取
り
）

安
永

2
12

－
鴫
野
村
九
兵
衛
印
、
同
村
三
右
衛
門

津
国
屋
喜
右
衛
門

状
1

通

106
80

請
状
之
事
（
大
日
堂
看
坊
寰
山
、
た
し
か
な
る
者

に
つ
き
）

天
明

5
4

－
請
人
　
大
坂
道
頓
堀
宗
右
衛
門
町
安
井
九
兵

衛
借
家
住
吉
屋
伊
兵
衛
、
親
　
摂
州
東
成
郡

東
高
津
村
九
兵
衛

鴫
野
村
庄
屋
年
寄
中

状
1

通
末
尾
に
寛
政
3
亥
年
3
月
13日
付
で

請
状
の
写
し
を
奉
行
所
に
提
出
す
る

旨
の
記
載
あ
り
。

107
111

預
り
申
銀
子
之
事
（
銀
1
貫
500目

の
借
用
に
つ

き
）

天
明

5
4

－
鴫
野
村
宮
座
孫
兵
衛
㊞
、
他
5
名

大
日
堂
看
坊
寰
山

状
1

通
奥
印
　
庄
屋
九
兵
衛
㊞
、
年
寄
与
兵

衛
㊞
（
抹
消
)、
年
寄
五
郎
兵
衛
㊞

(抹
消
）

108
15

切
支
丹
宗
門
手
形
帳

天
明

6
3

－
鴫
野
村
庄
屋
九
兵
衛
㊞
、
他
3
名

京
都
郡
代

竪
1

冊
朱
「
当
未
と
し
よ
り
止
メ
」

109
103

覚
（
作
物
用
心
の
た
め
野
番
設
置
に
つ
き
）

天
明

7
8

－
鴫
野
村
百
姓
小
作
人
迄
不
残
　
甚
右
衛
門
㊞
、

他
134名

－
状

1
通

110
32

二
條
御
蔵
詰
米
鳥
羽
伏
見
京
都
表
差
配
方
取
締

り
定
一
件
書
控
（
鳥
羽
伏
見
問
屋
一
札
・
人
足
差

配
人
一
札
等
）

寛
政

6
8

－
－

－
竪

1
冊

111
106

乍
恐
口
上
（
出
水
屋
清
右
衛
門
よ
り
米
代
銀
滞
り

出
入
に
つ
き
）

寛
政

6
5

21
岩
佐
郷
蔵
代
官
所
摂
州
東
成
郡
鴫
野
村
与
八

郎
　
病
気
ニ
付
代
佐
兵
衛
㊞
、
庄
屋
九
兵
衛

㊞
（
抹
消
）

奉
行

状
1

通

112
142

乍
恐
口
上
（
千
林
村
藤
左
衛
門
他
5
名
へ
の
預
け

銀
滞
出
入
に
つ
き
、
済
口
御
断
り
）

寛
政

10
6

15
鴫
野
村
九
兵
衛
㊞
、
同
村
年
寄
五
郎
兵
衛
㊞
岩
佐
郷
蔵
役
所

状
1

通

113
83

申
合
一
札
之
事
（
当
年
立
毛
内
見
の
結
果
、
御
年

貢
米
銀
は
惣
均
し
で
上
納
す
る
こ
と
）

寛
政

12
8

－
鴫
野
村
百
姓
惣
作
㊞
他
75名

－
状

1
通

114
140

一
札
之
事
（
借
地
へ
引
っ
越
す
嘉
兵
衛
、
た
し
か

な
る
者
に
つ
き
）

享
和

1
12

－
鴫
野
村
引
請
人
庄
兵
衛
㊞
、
同
文
治
郎
㊞

鴫
野
村
九
兵
衛

状
1

通

115
49

所
持
証
文
目
録
（
証
文
60本
、
金
銀
勘
定
帳
を
公

事
中
は
預
け
る
旨
）

文
化

3
12

宗
豊
㊞

鴫
野
村
役
人
衆
中

竪
1

冊

116
105

乍
恐
口
上
（
宗
豊
の
名
前
替
え
に
つ
き
）

文
化

2
12

5
摂
州
東
成
郡
鴫
野
村
庄
屋
九
兵
衛
㊞
、
年
寄

嘉
右
衛
門
㊞
、
百
姓
代
孫
兵
衛
㊞

木
村
周
蔵
役
所

状
1

通

117
5

仕
法
帳
（
山
中
八
幡
宮
御
社
御
修
復
年
賦
寄
進
講

に
つ
き
）

文
化

3
9

－
引
請
勘
定
世
話
方
亀
山
町
西
川
屋
孫
兵
衛
、

他
3
名

－
竪

1
冊

118
17

潰
家
ニ
小
屋
書
上
帳
（
大
洪
水
に
つ
き
流
失
家

と
小
屋
の
願
帳
控
）

文
化

4
7

12
百
姓
代
孫
兵
衛
印
、
他
2
名

木
村
周
蔵
役
所

竪
1

冊
一
紙
2
点
挟
み
込
み
有
。

119
25 

1 
当
卯
年
大
洪
水
ニ
付
潰
家
数
之
帳

文
化

4
6

10
摂
州
東
成
郡
鴫
野
村
庄
屋
九
兵
衛
、
年
寄
嘉

右
衛
門
、
百
姓
代
孫
兵
衛

奉
行
所

竪
1

冊
表
紙
に
「
此
帳
面
ハ
差
上
不
申
候
」

と
あ
り
。

120
25 

2 
当
卯
歳
大
洪
水
ニ
付
潰
家
数
之
帳

文
化

4
6

－
摂
州
東
成
郡
鴫
野
村
庄
屋
九
兵
衛
、
年
寄
嘉

右
衛
門
、
百
姓
代
孫
兵
衛

奉
行

竪
1

冊
表
紙
に
「
此
帳
面
ハ
差
上
不
申
候
」

と
あ
り
。

121
145

借
請
申
畑
地
証
文
之
事
（
新
田
の
う
ち
当
村
借
り

受
け
堤
敷
に
普
請
に
つ
き
、
定
米
と
し
て
年
に
弐

石
弐
斗
弐
升
壱
合
を
納
入
の
こ
と
）

文
化

4
11

－
鴫
野
村
庄
屋
九
兵
衛
㊞
、
年
寄
嘉
右
衛
門
、

百
姓
代
孫
兵
衛

新
喜
多
新
田
支
配
人
与
右
衛
門

状
1

通

122
21

村
高
書
上
帳
（
朝
鮮
人
来
聘
に
つ
き
御
国
役
金
相

納
候
高
）

文
化

5
6

－
鴫
野
村
年
寄
嘉
右
衛
門
㊞
、
庄
屋
九
兵
衛
㊞
奉
行

竪
1

冊
貼
り
紙
2
点
挟
み
込
み
。
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123
29

御
請
書
連
判
帳
（
御
公
儀
様
御
法
度
、
博
打
等
）
文
化

5
1

－
弥
次
兵
衛
㊞
他
142名

－
竪

1
冊

124
48

摂
州
東
成
郡
鴫
野
村
五
人
組
御
仕
置
帳

文
化

5
3

摂
州
東
成
郡
鴫
野
村
甚
右
衛
門
㊞
他
142名

、
庄
屋
九
兵
衛
㊞
、
年
寄
嘉
右
衛
門
㊞

木
村
周
蔵
役
所

竪
1

冊
貼
り
紙
多
数
。

125
116

一
札
之
事
（
天
明
八
年
の
質
物
証
文
紛
失
の
た
め

奥
印
差
戻
し
に
つ
き
）

文
化

5
2

－
借
用
人
い
わ
㊞
、
銀
主
與
兵
衛
㊞

庄
屋
九
兵
衛

状
1

通

126
190

一
札
之
事
（
皆
済
質
物
証
文
の
印
形
を
返
進
す
べ

き
と
こ
ろ
紛
失
に
つ
き
）

文
化

5
2

16
鴫
野
村
長
右
衛
門
㊞

庄
屋
九
兵
衛

状
1

通
奥
印
　
善
右
衛
門
㊞

127
10

摂
州
東
成
郡
鴫
野
村
五
人
組
御
仕
置
帳

文
化

6
3

－
摂
州
東
成
郡
鴫
野
村
庄
屋
九
兵
衛
㊞
、
年
寄

嘉
右
衛
門
㊞

木
村
周
蔵
役
所

竪
1

冊

128
35

当
巳
秋
田
畑
立
毛
下
見
合
附
帳
　
摂
津
国
東
生
郡

放
出
村

文
化

6
9

摂
州
東
成
郡
放
出
村
年
寄
粂
右
衛
門
㊞
、
兼

帯
庄
屋
鴫
野
村
九
兵
衛
㊞

木
村
周
蔵
役
所

竪
1

冊

129
53

穢
多
所
持
高
書
上
帳
（
河
州
茨
田
郡
今
津
村
穢
多

の
所
持
高
書
上
げ
）

文
化

6
10

摂
州
東
成
郡
放
出
村
年
寄
粂
右
衛
門
、
兼
帯

庄
屋
鴫
野
村
九
兵
衛

木
村
周
蔵
役
所

竪
1

冊

130
104

答
一
札
之
事
（
庄
九
郎
娘
杉
、
町
内
紀
伊
国
屋
武

兵
衛
支
配
借
屋
丹
後
屋
庄
八
方
へ
嫁
入
に
つ
き
）
文
化

6
8

－
大
坂
斉
藤
町
年
寄
嶌
屋
利
右
衛
門
㊞

摂
州
東
成
郡
鴫
野
村
庄
屋
九
兵
衛

状
1

通

131
134

口
上
覚
（
放
出
村
役
儀
一
件
の
曖
に
つ
き
）

文
化

7
5

－
－

－
状

1
通

(端
裏
)「
午
五
月
廿
三
日
／
下
済
取

曖
書
　
左
専
道
村
後
藤
氏
よ
り
放
出

村
一
件
」

132
158

乍
恐
口
上
（
放
出
村
役
儀
一
件
）

文
化

7
12

4
嘉
平
次
、
他
23名

木
村
周
蔵
役
所

状
1

通
(端
裏
)「
午
十
二
月
四
日
御
改
被
成

右
願
書
御
取
被
成
候
」
／
奥
印
　
兼

帯
庄
屋
鴫
野
村
九
兵
衛

133
47

諸
願
書
ニ
諸
掛
り
奥
印
控
（
預
け
銀
滞
出
入
や

人
別
送
り
な
ど
）

文
化

9
5

－
鴫
野
村

－
竪

1
冊

背
表
紙
に
「
四
番
」
と
あ
り

134
117

一
札
之
事
（
皆
済
質
物
証
文
の
印
形
を
返
進
す
べ

き
と
こ
ろ
失
念
に
つ
き
）

文
化

9
3

清
兵
衛
㊞

庄
屋
九
兵
衛

状
1

通
奥
印
　
平
左
衛
門
㊞

135
100

覚
（
御
用
金
の
う
ち
銀
645匁

の
受
取
）

文
化

10
11

11
塩
谷
大
四
郎
手
代
村
尾
市
蔵
㊞
、
山
本
茂
平

太
㊞
、
喜
多
村
雲
平
㊞

摂
州
東
成
郡
鴫
野
村
九
兵
衛

状
1

通

136
159

人
別
引
取
一
札
（
鴫
野
村
喜
右
衛
門
倅
与
三
兵
衛
、

当
御
坊
内
伊
兵
衛
方
へ
養
子
入
り
に
つ
き
）

文
化

12
2

－
難
波
御
堂
辻
村
久
右
衛
門
㊞

摂
州
東
成
郡
鴫
野
村
庄
屋
九
兵
衛

状
1

通

137
82

人
別
送
り
一
札
（
町
内
中
嶋
屋
与
助
孫
娘
ふ
み
、

其
村
権
四
郎
方
へ
養
子
娘
に
遣
わ
す
に
つ
き
）

文
化

13
3

－
京
橋
三
丁
目
会
所
㊞

塩
野
谷
大
五
郎
様
御
代
官
所
摂
州
東
成

郡
鴫
野
村
庄
屋
九
兵
衛

状
1

通

138
85

田
地
譲
渡
申
証
文
之
事

文
化

13
2

－
田
地
譲
渡
主
与
兵
衛
㊞
、
証
人
孫
兵
衛
㊞
、

加
判
年
寄
嘉
右
衛
門
㊞
、
同
断
五
郎
兵
衛
㊞
九
兵
衛

状
1

通

139
56

田
畑
屋
敷
高
名
前
切
替
帳

文
化

14
12

鴫
野
村

－
竪

1
冊

140
57

諸
御
願
書
諸
懸
り
奥
印
帳

文
化

14
9

鴫
野
村

－
竪

1
冊

背
表
紙
に
「
七
番
」
と
あ
り

141
81

人
別
送
り
一
札
（
大
坂
屋
茂
兵
衛
・
同
家
妹
と

く
・
同
母
ゆ
き
、
其
村
惣
兵
衛
方
へ
引
き
取
り
に

つ
き
）

文
化

14
8

－
大
坂
玉
造
森
町
会
所
㊞

鴫
野
村
庄
屋
九
兵
衛

状
1

通
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142
137

一
札
之
事
（
借
地
住
居
藤
兵
衛
た
し
か
な
る
者
に

つ
き
）

文
化

14
3

－
請
人
鴫
野
村
七
兵
衛
㊞
、
本
人
同
村
藤
兵
衛

㊞
鴫
野
村
九
兵
衛

状
1

通

143
146

送
り
状
之
事
（
当
村
善
兵
衛
姪
い
よ
、
其
村
嘉
右

衛
門
方
縁
づ
き
に
つ
き
、
人
別
送
り
）

文
化

14
1

－
摂
州
東
成
郡
蒲
生
村
庄
屋
伊
左
衛
門
㊞

鴫
野
村
庄
屋
九
兵
衛

状
1

通

144
55

御
廻
状
写
帳

文
政

3
4

鴫
野
村

－
竪

1
冊

145
7

田
畑
屋
敷
高
名
前
切
替
帳

文
政

5
12

－
東
成
郡
鴫
野
村

竪
1

冊

146
33

去
巳
二
條
御
蔵
詰
米
諸
入
用
帳

文
政

5
4

－
摂
州
東
成
郡
鴫
野
村
納
百
姓
九
兵
衛
㊞
、
人

足
差
配
人
油
屋
忠
兵
衛
㊞
、
鳥
羽
問
屋
大
沢

又
左
衛
門
㊞
、
伏
見
問
屋
日
野
屋
喜
太
郎
㊞
嶌
田
帯
刀
役
所

竪
1

冊
奥
印
1
　
嶌
田
帯
刀
手
代
山
田
淳
右

衛
門
㊞
、
奥
印
2
　
小
堀
中
務
役
所

㊞

147
42

氏
神
大
日
堂
諸
願
写
（
寛
延
2
年
～
天
保
14年
）
文
政

5
1

－
鴫
野
九
兵
衛

－
竪

1
冊

裏
表
紙
「
氏
神
・
大
日
堂
諸
願
御

届
書
共
控
｣／
貼
り
紙
・
一
紙
挟
み

込
み
あ
り

148
9

御
城
内
下
掃
除
請
証
文
下
書

文
政

6
8

－
摂
州
東
成
郡
鴫
野
村
小
林
九
兵
衛

－
竪

1
冊

149
14

所
持
田
畑
屋
敷
地
面
絵
図
帳

文
政

8
3

－
小
林
転
兒

－
竪

1
冊

貼
り
紙
・
付
箋
多
数
有
。

150
43

中
津
川
三
ツ
頭
水
分
杭
一
件
願
書
写
（
悪
水
引
落

し
難
儀
に
つ
き
）

文
政

8
6

－
摂
州
東
成
郡
、
河
州
茨
田
郡
・
讃
良
郡
・
若

江
郡
百
拾
七
ヶ
村
惣
代

奉
行

竪
1

冊

151
138

記
（
遷
仏
祝
儀
と
し
て
南
鐐
壱
片
受
け
取
り
)

文
政

9
3
晦
日
天
満
御
坊
　
普
請
方
・
勘
定
方
㊞

小
林
九
兵
衛

状
1

通

152
152

乍
恐
御
訴
訟
（
河
州
河
内
郡
吉
田
村
傳
右
衛
門
の

田
地
質
物
銀
滞
に
つ
き
）

文
政

12
10

7
辻
冨
次
郎
代
官
所
摂
州
東
成
郡
鴫
野
村
　
九

兵
衛
㊞

奉
行

状
1

通
奥
印
　
庄
屋
五
郎
兵
衛
㊞

153
59

諸
船
御
触
書
写
古
金
銀
引
替
御
年
延
御
触
書
写

天
保

5
12

－
鴫
野
村

－
竪

1
冊

154
255

[記
]（
釈
如
仙
百
回
忌
に
つ
き
御
本
山
・
天
満
御

堂
御
印
）

天
保

5
3

－
－

－
状

1
枚

155
76

覚
（
西
之
丸
御
普
請
に
つ
き
鴫
野
村
の
差
出
金
53

両
の
う
ち
、
金
6
両
の
受
け
取
り
）

天
保

10
8

3
鴫
野
村
庄
屋
五
郎
兵
衛
㊞

同
村
年
寄
九
兵
衛

状
1

通

156
24

宝
暦
七
巳
八
月
廿
五
日
　
御
評
定
所
大
坂
玉
造
森

之
宮
よ
り
中
濱
村
・
鴫
野
村
え
相
掛
り
候
氏
神
出

入
裁
許
御
下
証
文
写

天
保

11
8

－
竹
垣
三
右
衛
門
御
代
官
所
摂
州
東
成
郡
鴫
野

村
－

竪
1

冊
裁
許
の
写
を
提
出
し
た
経
緯
の
覚
書

な
ど
､一
紙
計
6
点
挟
み
込
み
あ
り
。

157
157

請
取
申
二
條
御
城
米
之
事

天
保

11
12

16
伏
見
問
屋
木
屋
卯
兵
衛
㊞

摂
州
東
成
郡
鴫
野
村
庄
屋
九
兵
衛

状
1

通

158
212

[袋
]「
宝
暦
七
丑
年
八
月
廿
五
日
　
御
評
定
所
大

坂
□
□
森
之
宮
よ
り
中
濱
村
鴫
野
村
氏
神
出
入
裁

許
御
下
証
文
　
本
紙
壱
通

ニ
写
壱
冊
　
天
保

十
一
子
年
八
月
　
竹
垣
三
右
衛
門
御
代
官
所
摂
州

東
成
郡
鴫
野
村
」

天
保

11
8

－
鴫
野
村
九
兵
衛
写

－
袋

1
枚

159
107

御
取
締
書
（
百
姓
風
儀
に
つ
き
）

天
保

12
8

－
村
役
人
中

－
状

1
通

160
4

問
屋
株
御
取
締
之
写

天
保

13
5

－
遠
江
、
石
見

村
々
庄
屋
、
年
寄
、
寺
社
家

竪
1

冊

161
6

御
取
締
書
（
村
方
風
儀
に
つ
き
）

天
保

13
1

－
摂
州
東
成
郡
鴫
野
村
甚
助
㊞
、
他
160名

村
役
人
衆
中

竪
1

冊
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162
114

丑
御
年
貢
皆
済
目
録

天
保

13
3

－
竹
三
右
衛
門
㊞

摂
州
東
成
郡
鴫
野
村
庄
屋
年
寄
百
姓
代

状
1

通
(端
裏
)「
天
保
十
弐
丑
年
　
摂
州
東

成
郡
鴫
野
村
」

163
160

卯
御
年
貢
可
納
割
付
之
事
（
検
見
取
当
卯
御
成
箇

に
つ
き
）

天
保

14
10

－
竹
垣
三
右
衛
門
㊞

－
状

1
通

(端
裏
)「
天
保
十
四
卯
年
　
摂
州
東

成
郡
鴫
野
村
」

164
155

巳
御
年
貢
可
納
割
付
之
事

弘
化

2
10

－
竹
垣
三
右
衛
門
㊞

摂
州
東
成
郡
鴫
野
村
庄
屋
・
年
寄
・
惣

百
姓

状
1

通
(端
裏
)「
竹
　
弘
化
弐
巳
年
　
摂
州

東
成
郡
鴫
野
村
」

165
210

請
取
申
二
條
御
城
米
之
事
（
竹
垣
三
右
衛
門
代
官

所
二
條
御
詰
米
の
受
取
り
）

弘
化

3
11

13
伏
見
問
屋
木
屋
卯
兵
衛
㊞

摂
州
東
成
郡
鴫
野
村
庄
屋
九
兵
衛

状
1

枚

166
88

一
札
之
事
（
屋
敷
地
を
借
用
の
う
え
、
蔵
取
建
て

に
つ
き
）

嘉
永

1
12

－
地
借
鴫
野
村
政
七
㊞

鴫
野
村
九
兵
衛

状
1

通

167
148

乍
憚
口
述
（
倅
九
市
郎
の
九
兵
衛
家
相
続
に
つ

き
）

嘉
永

1
12

－
九
兵
衛
転
兒
（
花
押
）

親
類
衆
中

状
1

通

168
27

大
日
堂
諸
願
写

嘉
永

2
8

－
－

竪
1

冊

169
89

記
（
去
亥
12月

、
当
3
月
の
竹
米
代
銀
139匁

5
分
の
受
取
）

嘉
永

4
7

－
村
役
人
㊞

小
林
九
兵
衛

状
1

通

170
84

別
紙
一
札
之
事
（
屋
敷
、
居
宅
等
譲
り
銀
高
拾
五

貫
六
百
目
に
つ
き
）

安
政

6
3

－
鴫
野
村
譲
り
主
久
兵
衛
㊞
、
同
村
証
人
仁
右

衛
門

鴫
野
村
九
兵
衛

状
1

通

171
54

大
日
寺
什
物
調
帳
（
什
物
預
り
に
つ
き
）

文
久

2
12

大
日
寺
皓
誓

－
竪

1
冊

172
86

差
入
申
一
札
（
親
類
せ
い
の
逗
留
に
つ
き
）

文
久

2
7

－
親
類
惣
代
菊
屋
清
五
郎
㊞

鴫
野
村
小
林
九
兵
衛
、
寺
川
村
細
川
儀

兵
衛

状
1

通

173
154

屋
敷
田
地
質
物
ニ
入
れ
流
シ
申
一
之
事

文
久

2
6

－
質
流
シ
主
友
右
衛
門
㊞
、
証
人
同
村
孫
兵
衛

㊞
鴫
野
村
小
林
九
兵
衛

状
1

通
奥
印
　
庄
屋
禮
助
㊞
、
年
寄
冨
三
郎

㊞
、
同
嘉
右
衛
門
㊞
、
同
作
治
郎
㊞

174
46

京
都
大
変
之
真
説
聞
書
控

元
治

1
6

－
小
林
氏

－
竪

1
冊

｢宮
の
前
」
と
書
か
れ
た
付
箋
有
。

175
22

口
上
書
（
本
堂
大
破
に
つ
き
修
復
講
の
許
可
願

い
）

慶
応

2
12

－
講
元
来
通
寺
、
銀
預
り
西
井
市
三
郎
、
世
話

方
銀
屋
嘉
右
衛
門

御
目
付

竪
1

冊
下
書
き

176
67

太
政
官
日
誌
第
十
六

慶
応

4
5

御
用
御
書
物
所
　
東
洞
院
三
條
上
ル
町
村
上

勘
兵
衛
、
堀
川
二
條
下
ル
町
井
上
治
兵
衛
、

取
次
弘
通
所
三
條
通
柳
馬
場
角
辻
本
仁
兵
衛
－

竪
1

冊

177
44

年
々
皆
済
目
録
控
帳

明
治

2
10

－
摂
津
国
東
成
郡
鴫
野
村
中
組

－
竪

1
冊

178
52

宗
門
人
別
改
五
人
組
帳

明
治

2
3

摂
津
国
東
成
郡
鴫
野
村

－
竪

1
冊

179
18

元
京
橋
下
屋
敷
地
・
焔
硝
蔵
地
反
畝
歩
下
調

明
治

3
2

－
－

－
竪

1
冊

180
38

摂
津
国
東
成
郡
鴫
野
村
検
地
野
帳

明
治

3
－

ー
庄
屋
信
太
郎
、
同
九
兵
衛
、
同
作
治
郎
、
同

嘉
右
衛
門
、
年
寄
平
左
衛
門
、
同
冨
三
郎
、

同
市
郎
右
衛
門

－
横
半

1
冊

181
40

元
京
橋
下
屋
敷
焔
硝
蔵
地
反
畝
歩
下
調

明
治

3
2

－
－

－
竪

1
冊

末
尾
に
11月
付
で
調
査
の
経
緯
の
記

載
有

182
45

楠
根
川
川
浚
ニ
付
杭
改
立
会
願
書
控
帳
（
大
阪
府

土
木
堤
防
方
に
立
会
願
）

明
治

3
1

－
鴫
野
村
中
組

－
竪

1
冊
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183
149

乍
恐
口
上
（
昨
年
来
小
前
困
窮
の
た
め
鴫
野
新
田

の
開
墾
に
取
り
掛
か
り
た
く
、
伺
い
）

明
治

3
2

17
鴫
野
村
年
寄
市
郎
右
衛
門
㊞
、
同
冨
三
郎
㊞
、

同
平
左
衛
門
㊞
、
庄
屋
嘉
右
衛
門
㊞
、
同
作

治
郎
㊞
、
同
九
兵
衛
㊞
、
同
信
太
郎
㊞

租
税
方
役
所

状
1

通
紙
継
ぎ
目
外
れ

184
209

乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
（
三
枚
板
三
石
積
新
造
船

の
極
印
願
い
）

明
治

3
12

16
摂
州
東
成
郡
鴫
野
村
嘉
右
衛
門
㊞
、
庄
屋
九

兵
衛
㊞

大
阪
府
裁
判
所

状
2

枚
紙
継
ぎ
目
外
れ
／
奥
書
　
テ
ン
ト
ウ

年
行
事
嘉
納
屋
粂
三
郎
、
淀
川
船
年

寄
伊
予
屋
孝
右
衛
門

185
8

牛
員
数
取
調
帳

明
治

4
5

－
－

竪
1

冊
虫
損
甚
　

186
11

御
本
山
御
達
之
写
（
寺
院
合
併
に
つ
き
）

明
治

4
5

－
摂
州
鴫
野
村
来
通
寺

－
竪

1
冊

187
101

乍
恐
御
届
奉
申
上
候
（
本
堂
の
建
添
修
復
に
つ

き
）

明
治

4
1

－

摂
州
東
成
郡
鴫
野
村
京
都
東
本
願
寺
末
来
通

寺
住
持
　
霊
順
、
門
徒
惣
代
　
九
兵
衛
、
年

寄
　
市
郎
右
衛
門
、
大
工
　
卯
兵
衛
、
右
村

庄
屋
　
嘉
右
衛
門

大
阪
府
御
庁

状
1

通

188
264

｢明
治
五
年
壬
申
頒
暦
」

明
治

4
－

－
大
学
星
学
局

－
刊
本

1
冊

表
紙
に
「
頒
暦
証
」
貼
り
付
け

189
264

｢明
治
五
年
壬
申
頒
暦
」

明
治

4
－

－
大
学
星
学
局

－
刊
本

1
冊

表
紙
に
「
頒
暦
証
」
貼
り
付
け

190
34

郡
村
区
分
ヶ
組
合
セ
御
布
令
記
（
申
第
175号

）
明
治

5
5

大
阪
府

－
竪

1
冊

表
紙
に
「
小
林
」
と
あ
り

191
211

1
往
来
券
（
鴫
野
村
中
橋
作
治
郎
の
京
都
東
本
願
寺

参
拝
に
つ
き
（
下
書
)）

明
治

5
4

7
大
阪
府
第
五
区
摂
津
国
東
成
郡
鴫
野
村
庄
屋

小
林
九
兵
衛

－
状

1
枚

211
2
往
来
券
（
鴫
野
村
中
橋
作
治
郎
の
京
都
東
本
願
寺

参
拝
に
つ
き
）

明
治

5
4

7
大
阪
府
第
五
区
摂
津
国
東
成
郡
鴫
野
村
庄
屋

小
林
九
兵
衛
㊞

－
状

1
枚

211
3
往
来
券
（
鴫
野
村
岡
倍
太
郎
の
京
都
東
本
願
寺
参

拝
に
つ
き
）

明
治

5
4

7
大
阪
府
第
五
区
摂
津
国
東
成
郡
鴫
野
村
庄
屋

小
林
九
兵
衛
㊞

－
状

1
枚

192
230

1
[御
布
令
写
〕

－
－

7
14

宇
田
庄
右
衛
門

－
状

1
枚

ヤ
ブ
レ
。

230
2
[請
状
]（
御
布
令
の
趣
承
知
に
つ
き
）

7
16

岡
倍
太
郎
、
小
林
九
兵
衛
、
中
橋
作
治
郎
、

嘉
右
衛
門

岡
□
□
□

状
1

枚

193
37

明
治
六
酉
年
三
月
よ
り
　
宮
地
・
大
日
堂
・
來
通

寺
地
券
証
改
下
絵
図
共
控
帳
（
一
筆
ご
と
の
字
・

反
別
・
斗
代
・
小
作
人
等
）

明
治

6
3

小
林
控

－
竪

1
冊

194
219

目
録
帳
（
婚
礼
）

明
治

7
5

－
細
川
遊
う

小
林
九
兵
衛

横
帳

1
冊

195
12

御
公
儀
向
一
件
写
書

竪
1

冊
展
開
不
能

196
16

鴫
野
弁
天
内
畑
地
畝
歩
ニ
名
寄
帳

竪
1

冊
展
開
不
能

197
20

延
宝
八
年
申
九
月
吉
日
　
鴫
野
村
御
検
地
帳

－
－

－
－

－
－

竪
1

冊
一
部
展
開
困
難

198
23

[名
寄
帳
〕

－
－

－
－

－
－

竪
1

冊
綴
じ
外
れ
、
前
後
欠

199
26

延
宝
七
未
年
よ
り
年
々
御
免
定
写
帳
　
弐
番
　
文

政
六
未
年
よ
り

－
－

－
－

鴫
野
村

－
竪

1
冊

一
紙
挟
み
込
み
、
貼
り
紙
あ
り

200
39

[写
本
]（
後
鳥
羽
院
御
宇
鍛
冶
繕
番
次
第
等
)

－
－

－
－

－
－

綴
1

冊
中
ほ
ど
に
綴
じ
外
れ

201
41

住
吉
郡
・
川
辺
郡
・
武
庫
郡
・
菟
原
郡
村
々
よ
り

水
難
ニ
付
贈
物
諸
印
帳
（
淀
川
筋
水
難
に
対
す
る

贈
物
の
割
り
渡
し
に
つ
き
）

－
－

7
－

鴫
野
村
百
姓
代
孫
兵
衛
、
年
寄
嘉
右
衛
門
、

年
寄
五
郎
右
衛
門
、
庄
屋
九
兵
衛

木
村
周
蔵
役
所

竪
1

冊
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202
60

竹
垣
三
右
衛
門
御
代
官
所
摂
津
国
東
成
郡
鴫
野
村

高
反
別
小
前
帳

－
－

－
－

－
－

竪
1

冊
表
紙
破
損
。
展
開
困
難
。

203
61

[御
道
順
書
上
げ
]（
摂
津
国
能
勢
郡
天
王
村
～
豊

島
郡
給
所
開
方
）

－
－

－
－

小
林

－
横

1
冊

204
63

摂
津
・
河
内
・
和
泉
国
御
巡
検
道
順
書

－
－

－
－

鴫
野
小
林
控

－
横

1
冊

205
64

摂
津
・
河
内
・
和
泉
国
国
廻
御
巡
検
　
道
順
書

－
－

－
－

－
－

横
1

冊

206
87

覚
（
検
地
帳
、
裁
判
書
、
名
寄
帳
な
ど
書
上
げ
）

－
－

4
24

－
－

状
1

通

207
90

[断
簡
]（
｢右
之
通
り
何
方
え
…
｣）

－
－

－
－

－
－

状
1

通

208
91

覚
（
去
寅
年
の
御
取
箇
と
石
代
値
段
に
つ
き
)

－
－

3
－

辻
六
郎
左
衛
門

鴫
野
村
庄
屋
・
年
寄
・
惣
百
姓

状
1

通

209
92

覚
（
去
巳
年
の
御
取
箇
と
石
代
値
段
に
つ
き
)

－
－

3
－

辻
六
郎
左
衛
門

鴫
野
村
庄
屋
・
年
寄
・
惣
百
姓

状
1

通

210
129

亥
御
取
箇
掛
札

－
－

4
－

飯
塚
伊
兵
衛
㊞

摂
津
国
東
成
郡
鴫
野
村
庄
屋
・
年
寄
・

惣
百
姓

状
1

通
(端
裏
)「
鴫
野
村
」

211
130

覚
（
去
丑
年
の
御
取
箇
と
石
代
値
段
に
つ
き
)

－
－

6
－

辻
六
郎
左
衛
門
㊞

摂
津
国
東
成
郡
鴫
野
村
庄
屋
・
年
寄
・

惣
百
姓

状
1

通
(端
裏
)「
東
成
郡
鴫
野
村
」

212
139

[記
]（
検
地
帳
の
奥
書
写
し
）

－
－

－
－

－
－

状
1

通
(端
裏
)「
延
宝
五
年
巳
ノ
五
月
日
水

帳
写
之
奥
書
也
、
公
儀
へ
仕
上
ヶ
申

候
写
ニ
て
候
」

213
156

仮
免
状

－
－

11
－

万
年
七
郎
右
衛
門
役
所
㊞

摂
州
東
成
郡
鴫
野
村

状
1

通

214
174

覚
（
去
酉
御
年
貢
石
代
値
段
に
つ
き
）

－
－

3
－

辻
六
郎
左
衛
門
㊞

摂
州
東
成
郡
鴫
野
村
庄
屋
・
年
寄
・
惣

百
姓

状
1

通
(端
裏
)「
東
成
郡
鴫
野
村
」

215
191

[村
々
絵
図
]（
木
村
惣
右
衛
門
支
配
村
々
ヵ
)

－
－

－
－

－
－

絵
図

5
枚

付
箋
あ
り
。

216
202

仮
免
状

－
－

10
－

万
年
七
郎
右
衛
門
役
所
㊞

－
状

1
枚

217
207

慶
長
十
九
歳
寅
十
一
月
廿
六
日
鴫
野
村
合
戦
聞
書

－
－

－
－

－
－

状
1

枚

218
213

乍
恐
口
上
（
当
寅
宗
門
帳
に
聞
通
寺
・
年
寄
五
郎

兵
衛
が
奥
印
し
な
い
た
め
、
吟
味
願
い
）

－
－

－
－

摂
州
東
成
郡
鴫
野
村
庄
屋
九
兵
衛
、
年
寄
嘉

右
衛
門
、
百
姓
代
孫
兵
衛

木
村
役
所

状
1

枚

219
214

[名
寄
帳
]「
一
、
同
下
田
拾
八
歩
…
」

－
－

－
－

－
－

竪
1

冊
綴
じ
外
れ
、
前
後
欠

220
215

[名
寄
帳
]「
一
、
同
中
田
壱
反
壱
畝
五
歩
…
｣

－
－

－
－

－
－

竪
1

冊
綴
じ
外
れ
、
前
後
欠

221
216

[断
簡
]（
訴
状
・
届
書
類
の
写
し
ヵ
）

－
－

－
－

百
姓
代
孫
兵
衛

木
村
周
蔵
役
所

断
簡

1
枚

紙
継
ぎ
目
外
れ
、
前
欠

222
217

[鴫
野
村
絵
図
]（
悪
水
井
路
に
つ
き
。
下
書

き
ヵ
）

－
－

－
－

－
－

絵
図

1
枚

破
損
甚
。

223
218

[断
簡
]「
右
庄
右
衛
門
屋
敷
田
地
書
面
之
通
承

届
ヶ
致
加
判
候
也
」

－
－

5
－

鴫
野
村
庄
屋
九
兵
衛
㊞

同
村
善
右
衛
門

断
簡

1
枚

紙
継
ぎ
目
外
れ
、
前
欠

224
220

二
境
の
説

4
－

佐
本
遊
起

－
状

1
枚

225
221

[切
手
〕
菊
之
露
　
壱
升

－
－

－
－

玉
造
越
中
町
三
丁
目
天
満
屋
藤
兵
衛
㊞

－
状

2
枚

刷
物

226
222

慶
長
十
九
歳
寅
十
一
月
廿
六
日
鴫
野
村
合
戦
聞
書

－
－

－
－

－
－

状
1

枚
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227
224

記
（
五
百
五
十
円
の
受
取
り
）

－
－

4
6
後
藤
㊞

小
林

状
1

枚

228
227

安
政
四
巳
年
御
上
納
銀
請
取
通
（
宮
地
分
）

－
－

－
－

鴫
野
村
庄
屋
善
右
衛
門

－
1

枚

229
229

[家
相
図
〕

－
－

－
－

－
－

絵
図

1
枚

(端
裏
)「
九
兵
衛
様
」

230
231

大
門
様
御
代
始
御
書
拝
聴
志

－
－

3
5
飼
田
大
膳
㊞
、
下
間
治
部
卿
㊞

鴫
野
村
九
兵
衛

状
1

枚

231
232

御
再
建
志

－
－

3
27

宇
野
相
馬
㊞
、
下
間
大
蔵
卿
㊞

摂
州
鴫
野
九
兵
衛

状
1

枚

232
237

[漢
詩
〕

－
－

－
－

帰
舟
載
梅
小
石
㊞

－
状

1
枚

233
243

[記
]（
句
集
）

－
－

－
－

－
－

竪
1

冊
｢写
上
ヶ
済
反
故
也
」
と
あ
り
。

234
245

記
（
御
修
復
御
手
伝
と
し
て
金
200疋

の
受
取
り
)
－

－
3

21
天
満
御
堂
取
極
方
㊞
、
勘
定
方
㊞

小
林
九
兵
衛

状
1

枚

235
246

[礼
状
]（
勧
化
へ
の
礼
）

－
－

－
－

光
善
寺
㊞

－
状

1
枚

刷
物

236
249

[記
]（
鉄
夏
目
風
呂
ほ
か
2
点
代
金
の
受
取
り
）

－
－

4
6
玉
置
啓
治
郎
取
次

小
林

状
1

枚

237
250

[包
紙
]「
通
　
第
壱
号
」

－
－

－
－

－
後
藤

包
紙

1
枚

238
254

[包
紙
]「
御
印
　
摂
州
鴫
野
村
九
兵
衛
」

－
－

－
－

－
－

包
紙

1
枚

239
256

[包
紙
]「
木
仏
御
印
書
」

－
－

－
－

－
－

包
紙

1
枚

240
257

兒
島
高
徳
（
回
答
用
紙
ヵ
）

－
－

－
－

第
六
学
年
小
林
悦
次

－
状

1
枚

破
れ

241
258

借
用
申
金
子
之
事
（
金
四
百
円
。
後
欠
）

－
－

－
－

－
－

状
1

枚
破
り
取
っ
た
も
の
ヵ
。
印
紙
4
枚
。

242
260

[包
紙
]「
御
印
　
摂
州
鴫
野
村
九
兵
衛
」

－
－

－
－

－
－

包
紙

1
枚

243
261

[絵
図
]（
灯
篭
ヵ
）

－
－

－
－

－
－

絵
図

1
枚

244
262

[包
紙
]「
百
五
十
七
金
六
両
　
遁
　
…
」

－
－

－
－

－
－

包
紙

1
枚

245
263

[付
箋
]「
子
三
月
　
天
満
屋
伊
兵
衛
」

－
－

－
－

－
－

付
箋

1
枚

や
ぶ
れ

＊
｢表
題
」
欄
に
つ
い
て
、
表
題
が
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
（
　
）
内
に
内
容
、
〔
　
〕
内
に
形
態
を
記
し
た
。

＊
小
林
家
の
イ
エ
文
書
も
含
ま
れ
る
た
め
、
明
治
10年
代
以
降
の
も
の
は
割
愛
し
た
。
ま
た
年
代
不
明
の
う
ち
、
印
鑑
な
ど
の
小
物
類
や
断
簡
も
割
愛
し
た
。
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Introduction of Shigino Village Document, Higasinari County
in Settsu Province

SIMAZAKI Mio 

Shigino Village（鴫野村）, part of Settsu Province（摂津国）, was located to the northeast of Osaka Castle. This collection 

of documents has two features. Firstly, it includes many village administration documents from the early 17th century to the 

early 18th century. Secondly, there are also many documents related to the ‘Shita-souji’（下掃除 , referring to the disposal 

of human waste) in Osaka Castle. Although research on the disposal and distribution of human waste in Osaka has focused 

mainly on the commoner areas （町人地）, the situation inside Osaka Castle, where large groups of samurai were stationed, 

has not been thoroughly investigated.

In this paper, I analyzed the ‘Shushi ninbetsu cho’ （宗旨人別帳 , Register of Religious Affiliation) of 1685 (Jōkyō 2), in or-

der to provide an overview of the social structure of the village. The analysis confirmed that impoverished peasants ac-

counted for half of the village population. I suggest that this may be related to the instability of the cultivated lands along 

the Yodo River, due to frequent floods. It may also be related to the fact that farmers in neighboring villages owned fields in 

Shigano. This leaves room for future research on how people made their livelihoods. 

Under such conditions, the ‘Shita-souji’ in Osaka Castle was an important source of income for Shigino Village. In this pa-

per, I showed that from the end of the 17th century to the beginning of the 18th century, the villagers who engaged in ‘Shi-

ta-souji’ were those who had holdings of less than 5 koku, or had been completely alienated from land ownership. I also 

showed that there was a competition over ‘Shita-souji’ rights between these villagers, those from other villages, and con-

tractors.
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